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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水とタバコ材料の混合物をスラリーとして用意するステップ、
　混合物を低温殺菌するのに十分な時間、少なくとも６０℃の温度まで混合物を加熱する
ステップ、
　スラリーのｐＨを少なくとも８．５まで上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添
加し、それによってｐＨ調整混合物を形成するステップ、
　前記ｐＨ調整混合物を形成するステップに続いて、ｐＨ調整混合物のｐＨが少なくとも
０．５低下するのに十分な温度および時間でｐＨ調整混合物の加熱を続行し、それによっ
て、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項２】
　水およびタバコ材料を含むスラリーを用意し、スラリーがスラリーの全重量に対して少
なくとも７５重量％の水を含むステップ、
　タバコ材料を低温殺菌するのに十分な時間、少なくとも６０℃の温度までスラリーを加
熱するステップ、
　スラリーのｐＨを少なくとも８．５まで上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添
加し、それによってｐＨ調整スラリーを形成するステップ、
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　前記ｐＨ調整スラリーを形成するステップに続いて、スラリーのｐＨが少なくとも０．
５低下するのに十分な時間、少なくとも６０℃の温度までｐＨ調整スラリーの加熱を続行
し、それによって、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップを含む、無煙タバコ組成
物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方法。
【請求項３】
　前記加熱するステップの前に、スラリーに塩を添加するステップをさらに含む、請求項
２の方法。
【請求項４】
　塩を添加する前記ステップが、タバコ材料の乾燥重量に対して１から５重量％の塩化ナ
トリウムを添加するステップを含む、請求項３の方法。
【請求項５】
　３５℃未満の温度までスラリーを冷却するステップをさらに含む、請求項２の方法。
【請求項６】
　前記冷却ステップ中またはその後に保湿剤を添加するステップをさらに含む、請求項５
の方法。
【請求項７】
　乾燥タバコ材料の全重量に対して、１５重量％以下の水分含量までスラリーを乾燥させ
るステップをさらに含む、請求項２の方法。
【請求項８】
　タバコ材料の水分含量を少なくとも２５重量％まで上げるのに十分な量で乾燥タバコ材
料に１つ以上の風味料および追加の水分を添加するステップをさらに含む、請求項７の方
法。
【請求項９】
　前記ｐＨ調整スラリーを形成するステップが、少なくとも９までスラリーのｐＨを上昇
させるのに十分な塩基を添加するステップを含む、請求項２の方法。
【請求項１０】
　水、タバコ材料および塩の混合物をスラリーとして用意するステップ、
　タバコ材料を低温殺菌するのに十分な温度および時間で混合物を加熱するステップ、
　少なくとも８．５までスラリーのｐＨを上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添
加し、それによってｐＨ調整スラリーを形成するステップ、
　前記ｐＨ調整スラリーを形成するステップに続いて、ｐＨ調整混合物のｐＨが少なくと
も０．５低下するのに十分な温度および時間でｐＨ調整混合物の加熱を続行し、それによ
って、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項１１】
　水およびタバコ材料を含むスラリーを用意し、スラリーがスラリーの全重量に対して少
なくとも８０重量％の水を含むステップ、
　タバコ材料を低温殺菌するのに十分な時間、少なくとも７０℃の温度までスラリーを加
熱するステップ、
　スラリーのｐＨを少なくとも９まで上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添加し
、それによってｐＨ調整スラリーを形成するステップ、
　前記ｐＨ調整スラリーを形成するステップに続いて、スラリーのｐＨが少なくとも０．
５低下するのに十分な時間少なくとも６０℃の温度までｐＨ調整スラリーの加熱を続行す
るステップ、
　周囲温度までｐＨ調整スラリーを冷却し、それによって、処理されたタバコ材料を形成
するステップであって、ｐＨ調整スラリーが、冷却ステップを開始する時点で少なくとも
８のｐＨを有するステップ、および
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　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項１２】
　水およびタバコ材料を含むスラリーを用意し、スラリーがスラリーの全重量に対して少
なくとも８０重量％の水を含むステップ、
　少なくとも３０分間、少なくとも７０℃の温度までスラリーを加熱するステップ、
　少なくとも９．５までスラリーのｐＨを上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添
加し、それによってｐＨ調整スラリーを形成するステップ、
　少なくとも１．５時間、少なくとも６０℃の温度までｐＨ調整スラリーの加熱を続行す
るステップ、
　周囲温度までｐＨ調整スラリーを冷却し、ｐＨ調整スラリーが、冷却ステップを開始す
る時点で少なくとも８のｐＨを有するステップ、
　前記冷却ステップ中またはその後にｐＨ調整スラリーに保湿剤を添加するステップ、
　湿潤タバコ材料の重量に対して、１５重量％未満までタバコ材料の水分レベルを減少さ
せるのに十分な温度および時間でｐＨ調整スラリーを乾燥し、それによって、処理された
タバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項１３】
　第１の水分含量を有する湿潤タバコ材料を用意するステップ、
　第１の水分含量以上に水分含量を保持しつつ、タバコ材料を低温殺菌するのに十分な時
間、少なくとも８５℃の温度まで湿潤タバコを加熱するステップ、
　湿潤タバコ材料のｐＨを少なくとも８．７まで上昇させ、第１の水分含量より高い第２
の水分含量まで水分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添
加し、それによってｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、
　第２の水分含量以上に水分含量を保持しつつ、湿潤タバコ材料のｐＨが低下するのに十
分な温度および時間でｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱を続行し、それによって、処理され
たタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項１４】
　湿潤タバコ材料の全重量に対して、少なくとも３０重量％の水分含量を有する湿潤タバ
コ材料を用意するステップ、
　少なくとも３０重量％のレベルで水分含量を保持しつつ、タバコ材料を低温殺菌するの
に十分な時間、少なくとも８５℃の温度まで湿潤タバコを加熱するステップ、
　湿潤タバコ材料のｐＨを少なくとも８．７まで上昇させ、少なくとも４０重量％まで水
分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、それによっ
てｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、
　少なくとも４０重量％の水分含量を保持しつつ、湿潤タバコ材料のｐＨが８．５未満ま
で低下するのに十分な時間、少なくとも５５℃の温度までｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱
を続行するステップ、
　少なくとも７．６のｐＨを保持しつつ、３５重量％未満までタバコの水分含量を低減さ
せるのに十分な時間、少なくとも３５℃の温度でｐＨ調整タバコ材料を乾燥し、それによ
って、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
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【請求項１５】
　前記湿潤タバコ材料を用意するステップが、１５重量％未満の水分含量を有する乾燥タ
バコ材料と塩の水溶液の混合物を用意するステップを含む、請求項１４の方法。
【請求項１６】
　前記湿潤タバコ材料を用意するステップにおいて、前記混合物が、少なくとも６０℃の
温度まで乾燥タバコ材料を加熱し、加熱タバコ材料に塩化ナトリウム溶液を添加すること
によって調製される、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　湿潤タバコ材料が、前記ｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップの前に６０から６
５℃の温度まで冷却される、請求項１４の方法。
【請求項１８】
　ｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱を続行する前記ステップが、時間当たり０．０５－０．
１５ｐＨ単位のｐＨ低減速度を保持するのに十分な温度および水分レベルでｐＨ調整湿潤
タバコ材料を加熱するステップを含む、請求項１４の方法。
【請求項１９】
　タバコ材料と塩溶液の混合物を含む湿潤タバコ材料を用意し、湿潤タバコ材料が、湿潤
タバコ材料の全重量に対して少なくとも３５重量％の水分含量を有するステップ、
　少なくとも３５重量％のレベルで水分含量を保持しつつ、少なくとも１時間、少なくと
も９０℃の温度まで湿潤タバコを加熱することによってタバコ材料を低温殺菌するステッ
プ、
　少なくとも８．７まで湿潤タバコ材料のｐＨを上昇させ、少なくとも４５重量％まで水
分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、それによっ
てｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、
　少なくとも４５重量％の水分含量を保持しつつ、湿潤タバコ材料のｐＨが８．５未満ま
で低下するのに十分な時間、少なくとも６５℃の温度までｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱
を続行するステップ、
　少なくとも７．６のｐＨを保持しつつ、３５重量％未満までタバコの水分含量を低減さ
せるのに十分な時間、少なくとも３５℃の温度でｐＨ調整タバコ材料を乾燥し、それによ
って、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項２０】
　乾燥タバコ材料に甘味料組成物を添加するステップをさらに含む、請求項１９の方法。
【請求項２１】
　タバコ材料と塩溶液の混合物を含む湿潤タバコ材料を用意し、湿潤タバコ材料が、湿潤
タバコ材料の全重量に対して３０から４０重量％の水分含量を有するステップ、
　３０から４０重量％のレベルで水分含量を保持しつつ、少なくとも１時間、少なくとも
９０℃の温度まで湿潤タバコを加熱することによってタバコ材料を低温殺菌するステップ
、
　少なくとも８．７まで湿潤タバコ材料のｐＨを上昇させ、少なくとも４５重量％まで水
分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、それによっ
てｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、
　少なくとも４５重量％の水分含量および少なくとも８のｐＨを保持しつつ、少なくとも
１時間、少なくとも６５℃の温度までｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱を続行するステップ
、
　少なくとも７．６のｐＨを保持しつつ、３５重量％未満までタバコの水分含量を低減さ
せるのに十分な時間、少なくとも３５℃の温度でｐＨ調整タバコ材料を乾燥し、それによ
って、処理されたタバコ材料を形成するステップ、および
　無煙タバコ製品内に処理されたタバコ材料を組み込むステップ
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　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項２２】
　水およびタバコ材料を含むスラリーを用意するステップ、
　タバコ材料を低温殺菌するのに十分な時間少なくとも６０℃の温度までスラリーを加熱
するステップ、
　少なくとも８．５までスラリーのｐＨを上昇させるのに十分な量の塩基をスラリーに添
加し、それによってｐＨ調整スラリーを形成するステップ、
　前記ｐＨ調整スラリーを形成するステップに続いて、スラリーのｐＨが少なくとも０．
５低下するのに十分な時間少なくとも６０℃の温度までｐＨ調整スラリーの加熱を続行す
るステップ、および
　３５℃未満の温度までスラリーを冷却するステップを含み、
　前記加熱するステップの前に、スラリーに塩を添加するステップ、または前記冷却ステ
ップ中もしくはその後に、保湿剤を添加するステップをさらに含む、
　無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方法。
【請求項２３】
　湿潤タバコ材料の全重量に対して、少なくとも３０重量％の水分含量を有する湿潤タバ
コ材料を用意するステップ、
　少なくとも３０重量％のレベルで水分含量を保持しつつ、タバコ材料を低温殺菌するの
に十分な時間、少なくとも８５℃の温度まで湿潤タバコを加熱するステップ、
　湿潤タバコ材料のｐＨを少なくとも８．７まで上昇させ、少なくとも４０重量％まで水
分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、それによっ
てｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、
　少なくとも４０重量％の水分含量を保持しつつ、湿潤タバコ材料のｐＨが８．５未満ま
で低下するのに十分な時間、少なくとも５５℃の温度までｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱
を続行するステップ、および
　少なくとも７．６のｐＨを保持しつつ、３５重量％未満までタバコの水分含量を低減さ
せるのに十分な時間、少なくとも３５℃の温度でｐＨ調整タバコ材料を乾燥させるステッ
プ
　を含む、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するための方
法。
【請求項２４】
　乾燥タバコ材料の重量に対して、１５重量％以下の水分含量まで、スラリーを乾燥させ
るステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　乾燥タバコ材料の重量に対して、１５重量％以下の水分含量まで、スラリーを乾燥させ
るステップ、および
　タバコ材料の水分含量を少なくとも２５重量％まで上昇させるのに十分な量で、一つ以
上の風味料および追加の水分を乾燥タバコ材料に添加するステップ
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　ｐＨ調整混合物を周囲温度まで冷却するステップであって、ｐＨ調整混合物が、冷却ス
テップを開始する時点で少なくとも８のｐＨを有する前記ステップ、
　乾燥タバコ材料の重量に対して、１５重量％以下の水分含量まで、スラリーを乾燥させ
るステップ、および
　タバコ材料の水分含量を少なくとも２５重量％まで上昇させるのに十分な量で、一つ以
上の風味料および追加の水分を乾燥タバコ材料に添加するステップ
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、タバコ、詳細には、無煙形態のタバコの使用に関する。本発明はまた、無煙
タバコ組成物において使用するためのタバコの加工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙巻タバコ、葉巻およびパイプは、ポピュラーな喫煙物品であり、そこでは、多様な形
態のタバコを用いる。かかる喫煙物品は、タバコを加熱または燃焼することによって使用
され、エアロゾル（例えば、煙）は、喫煙者によって吸入される。タバコはまた、いわゆ
る「無煙」形態でも楽しむことができる。特にポピュラーな無煙タバコ製品は、何らかの
形態の加工タバコまたはタバコ含有配合物を使用者の口の中に挿入することによって用い
られる。
【０００３】
　多様な型の無煙タバコ製品は、それぞれが参照により本明細書に組み込まれているＳｃ
ｈｗａｒｔｚの米国特許第１３７６５８６号明細書、Ｌｅｖｉの同第３６９６９１７号明
細書、Ｐｉｔｔｍａｎらの同第４５１３７５６号明細書、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．
らの同第４５２８９９３号明細書、Ｓｔｏｒｙらの同第４６２４２６９号明細書、Ｔｏｗ
ｎｓｅｎｄの同第４９８７９０７号明細書、Ｓｐｒｉｎｋｌｅ，ＩＩＩらの同第５０９２
３５２号明細書、およびＷｈｉｔｅらの同第５３８７４１６号明細書；Ｓｔｒｉｃｋｌａ
ｎｄらの米国特許出願公開第２００５／０２４４５２１号明細書、Ａｒｎａｒｐらの国際
公開第０４／０９５９５９号、Ａｔｃｈｌｅｙらの国際公開第０５／０６３０６０号、Ｅ
ｎｇｓｔｒｏｍの国際公開第０５／００４４８０号、Ｂｊｏｒｋｈｏｌｍの国際公開第０
５／０１６０３６号およびＱｕｉｎｔｅｒらの国際公開第０５／０４１６９９号に記載さ
れている。また、それぞれが参照により本明細書に組み込まれているＡｔｃｈｌｅｙらの
米国特許第６９５３０４０号明細書、Ａｔｃｈｌｅｙらの同第７０３２６０１号明細書、
Ｂｒｅｓｋｉｎらの米国特許出願公開第２００５／０１７８３９８号明細書、およびＳｔ
ｒｉｃｋｌａｎｄらの同第２００６／０１９１５４８号明細書、国際公開第０５／０４１
６９９号、および２００６年８月１日出願のＭｕａらの米国特許出願第１１／４６１６３
３号明細書に記載の各型の無煙タバコ配合物、成分および処理方法も参照されたい。
【０００４】
　無煙タバコ製品の１つの型は、「スナッフ（ｓｎｕｆｆ）」と呼ばれる。通常、「スヌ
ース（ｓｎｕｓ）」と呼ばれるウェットスナッフ製品の代表的な型は、Ｓｗｅｄｉｓｈ　
Ｍａｔｃｈ　ＡＢ、Ｆｉｅｄｌｅｒ　＆　Ｌｕｎｄｇｒｅｎ　ＡＢ、Ｇｕｓｔａｖｕｓ　
ＡＢ、Ｓｋａｎｄｉｎａｖｉｓｋ　Ｔｏｂａｋｓｋｏｍｐａｇｎｉ　Ａ／ＳおよびＲｏｃ
ｋｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ＡＢなどの会社によって欧州、特にスウェーデンで製造
されている。米国で市販されているスヌース製品は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂ
ａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙから、商標Ｃａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ　Ｆｒｏｓｔ、Ｃａｍｅｌ　
Ｓｎｕｓ　ＯｒｉｇｉｎａｌおよびＣａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ　Ｓｐｉｃｅで販売されている
。代表的な無煙タバコ製品はまた、Ｈｏｕｓｅ　ｏｆ　Ｏｌｉｖｅｒ　Ｔｗｉｓｔ　Ａ／
Ｓから商標Ｏｌｉｖｅｒ　Ｔｗｉｓｔで；Ｕ．Ｓ．Ｓｍｏｋｅｌｅｓｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ
　Ｃｏ．から商標Ｃｏｐｅｎｈａｇｅｎ、Ｓｋｏａｌ、ＳｋｏａｌＤｒｙ、Ｒｏｏｓｔｅ
ｒ、Ｒｅｄ　Ｓｅａｌ、ＨｕｓｋｙおよびＲｅｖｅｌで；Ｐｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓ　
ＵＳＡから商標「ｔａｂｏｋａ」で；およびＣｏｎｗｏｏｄ　Ｓａｌｅｓ　Ｃｏ．，Ｌ．
Ｐ．から商標Ｌｅｖｉ　Ｇａｒｒｅｔｔ、Ｐｅａｃｈｙ、Ｔａｙｌｏｒ’ｓ　Ｐｒｉｄｅ
、Ｋｏｄｉａｋ、Ｈａｗｋｅｎ　Ｗｉｎｔｅｒｇｒｅｅｎ、Ｇｒｉｚｚｌｙ、Ｄｅｎｔａ
ｌ、Ｋｅｎｔｕｃｋｙ　ＫｉｎｇおよびＭａｍｍｏｔｈ　Ｃａｖｅで販売されている。ま
た、例えば、Ｂｒｙｚｇａｌｏｖらの１Ｎ　１８００　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅ
ｓｓｍｅｎｔ，Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ
　ｏｆ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｌｏｏｓｅ　ａｎｄ　Ｐｏｒｔｉｏｎ　Ｓｎｕｓ（２００５）
も参照されたい。加えて、スヌース製造に関連したある種の品質標準が、いわゆるＧｏｔ
ｈｉａＴｅｋ標準として統合されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第１３７６５８６号明細書
【特許文献２】米国特許第３６９６９１７号明細書
【特許文献３】米国特許第４５１３７５６号明細書
【特許文献４】米国特許第４５２８９９３号明細書
【特許文献５】米国特許第４６２４２６９号明細書
【特許文献６】米国特許第４９８７９０７号明細書
【特許文献７】米国特許第５０９２３５２号明細書
【特許文献８】米国特許第５３８７４１６号明細書
【特許文献９】米国特許出願公開第２００５／０２４４５２１号明細書
【特許文献１０】国際公開第２００４／０９５９５９号
【特許文献１１】国際公開第２００５／０６３０６０号
【特許文献１２】国際公開第２００５／００４４８０号
【特許文献１３】国際公開第２００５／０１６０３６号
【特許文献１４】国際公開第２００５／０４１６９９号
【特許文献１５】米国特許第６９５３０４０号明細書
【特許文献１６】米国特許第７０３２６０１号明細書
【特許文献１７】米国特許出願公開第２００５／０１７８３９８号明細書
【特許文献１８】米国特許出願公開第２００６／０１９１５４８号明細書
【特許文献１９】米国特許出願第１１／４６１６３３号明細書
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Ｂｒｙｚｇａｌｏｖら、１Ｎ　１８００　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓ
ｓｅｓｓｍｅｎｔ，Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅｓｓｍｅ
ｎｔ　ｏｆ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｌｏｏｓｅ　ａｎｄ　Ｐｏｒｔｉｏｎ　Ｓｎｕｓ（２００
５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　無煙タバコ製品の楽しめる形態を提供し、無煙タバコ製品で使用するためのタバコ組成
物を調製するための方法を提供することが望ましいと思われる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（発明の要旨）
　本発明は、無煙タバコ製品、および無煙タバコ製品で使用するのに適したタバコ組成物
を調製するための方法に関する。製品として、ルースなウェットスナッフ、ルースなドラ
イスナッフ、噛みタバコ、ペレット化タバコピース、押出もしくは成形タバコストリップ
、ピース、ロッド、またはスティック、微粉砕粉、粉末化ピースおよびコンポーネントの
微粉砕化もしくは微砕化粒状体、フレーク状ピース、成型処理したタバコピース、タバコ
含有ガムピース、テープ状フィルムのロール、水に易溶性もしくは水に易分散性のフィル
ムもしくはストリップ、またはカプセル状材料など多様な形態をとり得る無煙タバコ配合
物が挙げられる。一実施形態では、無煙タバコ製品は、水分浸透性入れ物内に配置された
タバコ配合物の形態である。無煙タバコ配合物は、好ましくは、タバコの細ピース化、顆
粒状化または微粉状粒子を含み、甘味料、結合剤、着色剤、ｐＨ調整剤、充填剤、風味料
、崩壊助剤、酸化防止剤、口腔ケア成分、および保存剤など他の成分を含むこともできる
。
【０００９】
　本発明の一態様では、無煙タバコ製品は、タバコ配合物内に配置された少なくとも１つ
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の添加剤または成分を含み、添加剤は、貯蔵および／または使用の通常の条件中に添加剤
とタバコ配合物のうちの１つ以上の他の成分との間で隔離され、またはそうでなければ物
理的に分離されるように適合化された形態である。ある種の添加剤をタバコ配合物の他の
成分から分離することによって、貯蔵安定性の増進、寿命を短縮するおよび／またはタバ
コ配合物の官能特性を低下をさせる恐れのあるタバコ配合物内の化学的相互作用の低減、
タバコ配合物の官能特性に及ぼすある種の添加剤の影響の最小化、および貯蔵安定性を犠
牲にすることなく製造時の製品特性（例えば、水分含量）を調整する能力の向上など任意
の１つ以上の多様な機能的利点を実現することができる。
【００１０】
　したがって、本発明は、使用者の口中へ製品を挿入するように構成された無煙タバコ製
品を提供し、タバコ製品が、使用者の口中への挿入に適した形態のタバコ配合物およびタ
バコ配合物内に含まれた少なくとも１つの添加剤を含み、添加剤は、タバコ配合物から添
加剤を物理的に分離する形態で存在する。かかる分離を実現し、したがってハンドリング
および貯蔵中における選択された成分の相互作用の阻害が促進されるように設計された適
切な形態として、カプセル化形態；すなわち、選択された成分をその中に物理的または化
学的に捕捉または懸濁させたストリップ、ペレット、フィルムなどが挙げられる。
【００１１】
　一実施形態では、添加剤を含む内部領域またはペイロードを画定する壁または障壁構造
を備えるカプセル化形態を使用することによって添加剤を分離する。例えば、本発明は、
製品の官能特性を増進する、または製品に機能的な利点を追加するように設計された添加
剤を含む複数のマイクロカプセルを含むタバコ配合物を含むことができる。マイクロカプ
セル化形態中に添加剤を使用することによって、製品の貯蔵安定性、特に、製品の官能プ
ロフィルの安定性を改良することができ、ある種の添加剤が時間とともに分解することを
防止することができる。マイクロカプセル化することによって、ある種の充填剤などのカ
プセル化成分に伴う望ましくない官能特性から使用者を隔離することもでき、またある種
の風味料を時間をかけて放出することによって官能経験をより穏やかにすることもできる
。水をマイクロカプセル化することによって、より低い水分レベルで製品を生成、貯蔵お
よび輸送することが可能になり、これによって、貯蔵および輸送コストを低減し、製品の
貯蔵安定性を改良することができる。タバコ配合物内で、マイクロカプセル化またはそう
でなければ隔離し得る例示的な添加剤として、水、風味料（例えば、甘味料またはタバコ
含有風味料）、結合剤、着色剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、充填剤、崩壊助剤、保湿剤、酸化
防止剤、口腔ケア成分、保存剤およびハーブまたは植物源に由来する添加剤が挙げられる
。
【００１２】
　代表的なマイクロカプセルの実施形態は、液体もしくは固体中心領域を包む外被、殻ま
たはコーティングを有し、ある種の実施形態では、マイクロカプセルは、全体として球状
の形状を有することができる。マイクロカプセルの中心領域内に添加剤をカプセル化する
ことによって、添加剤がタバコ配合物の他の成分と相互作用する能力が、低減または排除
され、それによって、生成した製品の貯蔵安定性を増進させることができる。外殻が、何
らかの型の物理的な破壊、破損または他の物理的な一体性の喪失を受けた場合に（例えば
、分散、軟化、圧壊、圧力の印加などによって）通常、添加剤を放出する中心領域は、そ
れによって、無煙タバコ製品の官能特性が変化する。したがって、多数の実施形態では、
マイクロカプセルの外殻は、使用中に破裂するように設計され、または無煙タバコ製品の
全重量に対して少なくとも約４５重量％の水分の条件下などの通常の使用条件下で水溶性
である。しかし、他の実施形態では、殻領域は、使用中に破壊するようになっておらず、
その代わりに、その一体性を保持し、中心領域の内容物を放出しない。最も外側の水分浸
透性入れ物は、好ましくは、スヌース製品を製造するのに通常使用される型などのパウチ
または袋の形態を有する。
【００１３】
　一実施形態では、使用者の口中へ製品を挿入するように構成された無煙タバコ製品が提
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供され、タバコ製品は、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含み、タバコ配合物が
、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複数のマイクロカプセルを含む。マイクロカ
プセルは、好ましくは、水、風味料（例えば、甘味料またはタバコ含有風味料）、結合剤
、着色剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、口腔ケア成分、充填剤、崩壊助剤、保湿剤、酸化防止剤
、保存剤、ハーブまたは植物源に由来する添加剤およびそれらの混合物などの添加剤を含
む内部ペイロードをカプセル化した外殻を含む。
【００１４】
　別の実施形態では、使用者の口中へ製品を挿入するように構成された無煙タバコ製品が
提供され、タバコ製品は、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含み、タバコ配合物
が、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複数のマイクロカプセルを含み、複数のマ
イクロカプセルが、水、風味料およびそれらの混合物からなる群から選択される添加剤を
含む内部ペイロードをカプセル化した外殻を含む。好ましいマイクロカプセル化風味料と
して、タバコエキスまたは粒子状タバコ材料などのタバコ含有風味料、甘味料（例えば、
ネオテーム（ｎｅｏｔａｍｅ）を含む甘味料）およびバニリン（場合によっては、複合化
形態で）が挙げられる。マイクロカプセル化添加剤が水である場合、使用する前のタバコ
配合物の水分含量は、好ましくは、配合物の全重量に対して約２０重量％未満、より好ま
しくは、約１５重量％未満、最も好ましくは、約１０重量％未満である。
【００１５】
　さらなる別の実施形態では、本発明は、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含む
無煙タバコ製品を提供し、タバコ配合物が、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複
数のマイクロカプセルを含み、複数のマイクロカプセルが、ネオテームを含む甘味料組成
物、タバコ含有風味料およびそれらの混合物から成る群から選択される風味料を含む内部
ペイロードをカプセル化した外殻を含み、マイクロカプセル化風味料は、乾燥タバコ配合
物の重量に対して少なくとも１％の量で存在し、マイクロカプセルの外殻は、配合物の全
重量に対して少なくとも約４５重量％の水分条件下で水溶性である。
【００１６】
　さらなる実施形態では、本発明は、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含む無煙
タバコ製品を提供し、タバコ配合物が、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複数の
破裂性マイクロカプセルを含み、複数の破裂性マイクロカプセルは、水を含む内部ペイロ
ードをカプセル化した外殻を含み、マイクロカプセルの破裂前のタバコ配合物の水分含量
が、配合物の全重量に対して約２０重量％以下である。
【００１７】
　さらなる実施形態では、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含む無煙タバコ製品
が提供され、タバコ配合物は、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複数のマイクロ
カプセルを含み、複数のマイクロカプセルが、充填剤材料、緩衝剤、ハーブまたは植物源
に由来する添加剤およびそれらの混合物からなる群から選択される添加剤を含む内部ペイ
ロードをカプセル化した外殻を含む。
【００１８】
　例示的な充填剤材料として、砂糖大根繊維材料、オートムギもしくは他の穀粒、ふすま
繊維、デンプン、または他の改質もしくは天然セルロース材料などの植物性繊維材料が挙
げられる。マイクロカプセル化充填剤材料は、通常、乾燥配合物の重量に対して少なくと
も約５％の量で存在する。
【００１９】
　好ましい緩衝剤は、約６から約１０のｐＨ範囲内で緩衝し、例示的な緩衝剤として、金
属水酸化物、金属炭酸塩、金属重炭酸塩またはそれらの混合物が挙げられる。マイクロカ
プセル化緩衝剤は、通常、配合物の乾燥重量に対して少なくとも約１％の量で存在する。
【００２０】
　本発明で使用するのに適したハーブまたは植物源に由来する添加剤は、油またはエキス
の形態である場合が多い。かかる添加剤中に存在し得る例示的な化合物として、ミネラル
、ビタミン、イソフラボン、フィトエステロール、硫化アリル、ジチオールチオン、イソ
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チオシアネート、インドール、リグナン、フラボノイド、ポリフェノールおよびカロテノ
イドが挙げられる。
【００２１】
　さらなる実施形態では、本発明は、タバコ配合物を入れた水透過性のパウチを含む無煙
タバコ製品を提供し、タバコ配合物が、タバコ材料およびタバコ材料内に分散した複数の
マイクロカプセルを含み、複数のマイクロカプセルは、充填剤材料を含む内部ペイロード
をカプセル化した外殻を含み、マイクロカプセルの外殻が、配合物の全重量に対して少な
くとも約４５重量％の水分条件下で非水溶性である。
【００２２】
　多数の上述の実施形態では、タバコ含有部分（例えば、押出しまたは成形されたタバコ
製品、パウチ内に入れられたタバコなど）は、使用者がタバコ含有部分内のタバコ配合物
を楽しむことができるようにタバコ使用者の口の中に入るようになっている。本発明の製
品のある種の実施形態の使用中に、タバコ含有部分内のマイクロカプセルの外殻は、使用
者の口内の水分による作用を受け、破壊され、圧壊され、または他の仕方で作用を受ける
ことによって内容物を放出することができる。タバコの使用者が、無煙タバコ製品の使用
を終了した後、外側の水分浸透性のパウチは、存在していても、使用者の口から除去して
廃棄することができる。あるいは、そうした外側のパウチは、それが存在する場合、タバ
コ配合物およびパウチが使用者によって摂取し得るように、可溶性または分散性の材料か
ら製造することもできる。マイクロカプセルの外殻の残留成分は、使用者の口内に分散し
て摂取されてもよく、または使用済みのパウチ内に残留して廃棄してもよい。
【００２３】
　本発明の別の態様では、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調
製するための方法が提供される。本発明のこうした方法は、タバコ組成物内の微生物の少
なくとも一部分を分解、破壊または変性するように適合化された一種の低温殺菌としてみ
ることができる熱処理ステップを含むことを特徴とすることができる。一実施形態では、
本方法は、混合物の全重量に対して少なくとも約７５重量％の水を含む混合物など、水お
よび高水分含量を有するタバコ材料を含む混合物（例えば、スラリーの形態で）を用意す
るステップを含む。混合物は、材料を低温殺菌するように適合化された時間および温度で
熱処理（例えば、タバコ材料を低温殺菌するのに十分な時間、少なくとも約６０℃の温度
まで混合物を加熱するステップ）にかけられる。その後、混合物のｐＨをアルカリ性ｐＨ
範囲（すなわち、７．０超）まで上昇させるのに十分な塩基量が混合物に添加され、それ
によってｐＨ調整混合物を形成する。一実施形態では、十分な塩基を添加して混合物のｐ
Ｈを少なくとも約８．５まで上昇させる。塩基添加ステップの間およびそのステップの後
、塩基添加ステップに続いて、混合物のｐＨが少なくとも約０．５ｐＨ単位低下するのに
十分な時間でｐＨ調整混合物の加熱を続行する（例えば、少なくとも約６０℃の温度まで
）ことが好ましい。
【００２４】
　本方法は、熱処理の前またはその間に塩を混合物に添加するステップをさらに含むこと
ができる。例えば、塩の添加ステップは、タバコ材料の乾燥重量に対して約１から約５重
量％の塩化ナトリウムを添加するステップを含むことができる。
【００２５】
　塩基の添加ステップに続いて、混合物は、冷却することができる（例えば、約３５℃未
満の温度まで）。保湿剤は、冷却ステップの間またはその後に添加することができる。そ
の後、所望であれば、混合物のｐＨは、追加の塩基を用いて再調整（例えば、約８．０以
下のｐＨまで）することができ、混合物は、乾燥することができる（例えば、乾燥タバコ
材料の全重量に対して約１５重量％以下の水分含量まで）。風味料、甘味料および追加の
水分は、所望のところまで乾燥タバコ材料に添加することができる（例えば、タバコ材料
の水分含量を少なくとも約２５重量％まで上昇させるのに十分な量で）。
【００２６】
　本方法の特定の実施形態では、本方法は、水およびタバコ材料を含むスラリーを用意し
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、スラリーがスラリーの全重量に対して少なくとも約８０重量％の水を含むステップ、ス
ラリーを少なくとも約３０分間（または所望の処理を有効に行う他の適切な時間）、少な
くとも約７０℃の温度まで加熱するステップ、スラリーのｐＨを少なくとも約９．０まで
上昇させるのに十分な塩基量をスラリーに添加し、それによってｐＨ調整スラリーを形成
するステップ、少なくとも約１．５時間（または所望の処理を有効に行う他の適切な時間
）、少なくとも約６０℃の温度までｐＨ調整スラリーの加熱を続行するステップ、ｐＨ調
整スラリーをほぼ周囲温度まで冷却し、ｐＨ調整スラリーが、冷却ステップを開始する時
点で少なくとも約８のｐＨを有するステップ、冷却ステップ中またはその後に保湿剤をｐ
Ｈ調整スラリーに添加するステップ、および湿潤タバコ材料の重量に対して、約１５重量
％未満までタバコ材料の水分レベルを減少させるのに十分な温度および時間でｐＨ調整ス
ラリーを乾燥させるステップを含む。
【００２７】
　無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組成物を調製するためのさらなる別
の例示的方法が提供される。この方法もまた、一種の低温殺菌処理としてみることができ
る熱処理ステップを含む。一実施形態では、本方法は、第１の水分含量を有する湿潤タバ
コ材料を用意するステップ（例えば、湿潤タバコ材料の全重量に対して、少なくとも約３
０重量％の水分含量を有する）、および概略同じ水分レベル（すなわち、第１の水分含量
）またはそれより高いレベル（例えば、少なくとも約３０重量％のレベルの水分含量）に
湿潤タバコ材料を保持しつつ、タバコ材料を低温殺菌するのに十分な温度（例えば、少な
くとも約８５℃の温度）および時間で湿潤タバコを加熱するステップを含む。その後、湿
潤タバコ材料のｐＨをアルカリ性ｐＨ範囲のｐＨ（例えば、少なくとも約８．７）まで上
昇させ、タバコ材料の水分含量を第２の水分含量まで（例えば、少なくとも約４０重量％
まで）上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、それによって
ｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成することができる。本方法は、概略同じ水分レベル（すな
わち、第２の水分含量）またはそれより高いレベル（例えば、少なくとも約４０重量％）
に水分含量を保持しつつ、湿潤タバコ材料のｐＨがアルカリｐＨ範囲内の低い方のレベル
まで低下する（例えば、約８．５未満まで低下する）のに十分な時間、高温（例えば、少
なくとも約５５℃の温度）でｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱を続行するステップを含むこ
とができる。次いで、タバコ材料は、ｐＨをアルカリ範囲（例えば、少なくとも約７．６
）に保持しつつ、タバコ材料の水分含量を低減させるのに適切な時間および温度の条件下
で（例えば、約３５重量％未満までタバコの水分含量を低減させるのに十分な時間、少な
くとも約３５℃の温度で）乾燥させることができる。本方法は、乾燥タバコ材料に甘味料
組成物を添加するステップをさらに含むことができる。
【００２８】
　一実施形態では、湿潤タバコ材料は、約１５重量％未満の水分含量を有する乾燥タバコ
材料と塩の水溶液の混合物を含むことができ、かかる混合物は、高温（例えば、少なくと
も約６０℃）まで乾燥タバコ材料を加熱し、加熱タバコ材料に塩の水溶液（例えば、塩化
ナトリウム溶液）を添加することによって調製することができる。
【００２９】
　一実施形態では、ｐＨ調整湿潤タバコ材料の加熱を続行するステップは、時間当たり約
０．０５－約０．１５ｐＨ単位のｐＨ低減速度を保持するのに十分な温度および水分レベ
ルでｐＨ調整湿潤タバコ材料を加熱するステップを含む。
【００３０】
　特定の実施形態では、本発明は、無煙タバコ組成物として使用するのに適したタバコ組
成物を調製するための方法を提供し、本方法が、タバコ材料と塩溶液の混合物を含む湿潤
タバコ材料を用意し、湿潤タバコ材料が、湿潤タバコ材料の全重量に対して約３０から約
４０重量％の水分含量を有するステップ、約３０から約４０重量％のレベルで水分含量を
保持しつつ、少なくとも約１時間（または所望の処理を有効にする他の適切な時間）、少
なくとも約９０℃の温度まで湿潤タバコを加熱することによってタバコ材料を低温殺菌す
るステップ、スラリーのｐＨを少なくとも約８．７まで上昇させ、少なくとも約４５重量
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％まで水分含量を上昇させるのに十分な量の塩基および水を湿潤タバコ材料に添加し、そ
れによってｐＨ調整湿潤タバコ材料を形成するステップ、少なくとも約４５重量％の水分
含量および少なくとも約８のｐＨを保持しつつ、少なくとも約１時間（または所望の処理
を有効にする他の適切な時間）、少なくとも約６５℃の温度までｐＨ調整湿潤タバコ材料
の加熱を続行するステップ、および少なくとも約７．６のｐＨを保持しつつ、約３５重量
％未満までタバコの水分含量を低減させるのに十分な時間、少なくとも約３５℃の温度で
ｐＨ調整タバコ材料を乾燥させるステップを含む。
【００３１】
　本発明の実施形態を理解するために、添付の図面が参照されるが、その図面は、必ずし
も寸法通りには描かれてはおらず、参照番号は、本発明に記載の例示的実施形態のコンポ
ーネントを指す。図面は、例示のためのみのものであり、本発明を限定するものとみなす
べきでない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】タバコ材料が充填された外側のパウチおよびタバコ材料内に配置されたマイクロ
カプセルを示す、製品の幅方向からの無煙タバコ製品実施形態の断面図である。
【図２】外側のパウチ、パウチ内に入れられたタバコ材料、あわせてマイクロカプセルお
よびやはりパウチ内に入れられた大きい方の球状カプセル（やはり断面で示されている）
を示す、製品の幅方向からの第２の無煙タバコ製品実施形態の断面図である。
【図３】外側のパウチおよびタバコ材料、マイクロカプセル、風味シートおよびパウチ内
に入れられた２つの大きい方の球状カプセル（やはり断面で示されている）を示す、製品
の長さ方向からの第３の無煙タバコ製品実施形態の断面図である。
【図４】外側のパウチ、内側のパウチ、タバコ材料およびマイクロカプセル、あわせて内
側のパウチ内に入れられた大きい方のカプセルを示す、製品の長さ方向からの第４の無煙
タバコ製品実施形態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　さて、以下で、添付の図面を参照して本発明をより完全に説明する。本発明は、多数の
異なる形態で実施することができ、本明細書に記載の実施形態に限定されるとみなすべき
ではない；むしろ、本開示が、適用される法的要件を満たすように、こうした実施形態は
提供される。全体を通して、類似の番号は類似の要素を指す。本明細書および特許請求の
範囲では、文脈が明確に別段の指示をしない限り、単数形「ａ」、「ａｎ」および「ｔｈ
ｅ」は、複数の指示対照を含む。
【００３４】
　本発明のいくつかの実施形態を添付の図面を参照して説明し、これらの説明された実施
形態は、外側のパウチを備え、タバコ配合物内にマイクロカプセルを含むスヌース型製品
に関するものである。以下でより詳細に説明されるように、かかる実施形態は、例示のた
めのみであり、無煙タバコ製品は、他の形態のタバコ組成物を含むことができ、カプセル
化された、またはそうでなければ、マイクロカプセル化以外の方法を使用してタバコ配合
物の他の成分から隔離された添加剤を含むことができる。
【００３５】
　図１を参照すると、無煙タバコ製品１０の第１の実施形態が示されている。タバコ製品
１０は、パウチ１２の形態の水分浸透性入れ物を含み、このパウチ１２は、本明細書に記
載の型の固体タバコ充填剤材料１４を入れる。無煙タバコ製品はまた、タバコ充填剤材料
１４内に分散した複数のマイクロカプセル１６を含み、マイクロカプセルは、以下に詳細
に記載されるような添加剤を含む。
【００３６】
　図２を参照すると、無煙タバコ製品１０の第２の実施形態が示されている。タバコ製品
１０は、入れ物であるパウチ２０を含む。好ましいパウチは、水分浸透性メッシュ材料を
含む。例示の入れ物であるパウチ２０は、オーバラップ領域２２の長さ方向にそって閉じ
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られ、シールされている。オーバラップ領域は、パウチ２０の一端の底の部分をパウチの
反対端の最上部の部分の上にのせることによって（例えば、加熱シール、適切な接着剤ま
たは他の適切な手段によって）、形成することができる。固体タバコ材料１４は、パウチ
２０内に配置され、複数のマイクロカプセル１６は、タバコ材料内に配置される。場合に
よる大きい方の球状カプセル２６もまたパウチ２０内に配置される。球状カプセル２６は
、内部ペイロード３０を含む外殻２８を有する。
【００３７】
　図３を参照すると、無煙タバコ製品１０の第３の実施形態が示されている。タバコ製品
１０は、入れ物であるパウチ３４を含む。好ましいパウチは、水分浸透性メッシュ材料を
含む。例示のパウチ３４は、その端部３６、３８で閉じられ、シールされている（例えば
、加熱シール、適切な接着剤または他の適切な手段によって）。タバコ材料１４は、パウ
チ３４内に入れられ、複数のマイクロカプセル１６は、タバコ材料内に分散される。２つ
の場合による大きい方の球状カプセル４０および４２もまたパウチ３４内に入れられる。
それぞれの球状カプセル４０、４２は、内部ペイロード５０、５２を含む外殻４４、４６
を有する。風味シート５６として示されている風味材料の場合による溶解性ストリップも
、パウチ内に入れられる。ある種の代替の実施形態では、風味シート５６など風味材料の
ストリップは、どんな大きい方のカプセルを存在させることもなく、パウチ３４内に配置
することができる。
【００３８】
　図４を参照すると、無煙タバコ製品１０の第４の実施形態が示されている。タバコ製品
１０は、外側のパウチ１２および内側のパウチ６０を含む。好ましいパウチはそれぞれ、
水分浸透性メッシュ材料を含み、パウチ１２、６０は、大きい方のカプセル（例えば、大
型カプセル）などの風味料メンバーを入れたパウチおよび大きい方のカプセルのないパウ
チ中に存在する場合がある継ぎ目を示すことなしに例示される。外側のパウチ１２は、そ
の中にマイクロカプセル１６を分散させたタバコ材料１４の周囲に連続した入れ物を形成
する。内側のパウチ６０は、外側のパウチ１２内に配置され、全体として、タバコ材料１
４によって囲まれているが、内側のパウチ６０は、外側のパウチ１２と接触していても、
接着されていても、または連続的に形成されていてもよい。内側のパウチ６０は、外殻６
６および内部ペイロード６８を含む大きい方のカプセル６２を入れる。内側のパウチ６０
は、例示を明確にするためにカプセル６２を囲む内部空間とともに示されているが、本実
施形態の好ましい態様では、内側のパウチ６０は、その内容物と密接にフィットしている
。代替の実施形態では、内側のパウチは、溶解性風味ストリップ（例えば、Ｐｆｉｚｅｒ
，Ｉｎｃ．からＬｉｓｔｅｒｉｎｅ　ＰｏｃｋｅｔＰａｋｓにおいて市販されているＣｉ
ｎｎａｍｏｎ　Ｏｒａｌ　Ｃａｒｅ　Ｓｔｒｉｐ）などの風味ストリップを入れることが
できる。
【００３９】
　本発明の無煙タバコ製品は、タバコ組成物の１つ以上の他の成分から添加剤をある程度
まで物理的に分離または隔離する形態で、タバコ組成物の少なくとも１つの添加剤または
成分を含むことができる。かかる分離の機能上の利点は、様々であり得るが、通常、正常
な貯蔵および／または使用条件中に添加剤とタバコ組成物の他の成分との間の化学的な相
互作用の最小化または排除することを含む。したがって、ある種の添加剤を分離すること
によって、得られたタバコ製品の貯蔵安定性を増進および／または製品の望ましい官能特
性を維持することができる。分離の手段は、添加剤のカプセル化、またはビーズ、ペレッ
ト、ロッド、フィルム、ストランド、層状もしくは積層構造体、シート、ストリップ、も
しくは他の形状など多様な形態の添加剤の使用を含めての多様な形態をとることができる
。添加剤は、マトリックス材料内に分散させ、成型して所望の形態にすることができる。
添加剤はまた、タバコ組成物を格納するパウチの継ぎ目内に物理的に捕捉またはカプセル
化することもできる。
【００４０】
　一実施形態では、添加剤は、外壁または障壁構造および添加剤を含む内部領域を備える
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カプセル化形態中に存在する。例えば、図１－４に記載のものなど本発明のある種の実施
形態は、複数のマイクロカプセルを含み、マイクロカプセルは、外殻領域によってカプセ
ル化された内部または中心領域を含む。内部領域は、味、口内感、湿潤性、冷感／熱およ
び／または芳香など無煙タバコ製品の１つ以上の官能特性を向上するように適合化された
、または酸化防止もしくは免疫系増進機能の付加など追加の機能性を無煙タバコ製品に付
加するように適合化された添加剤のペイロードを含む。マイクロカプセルの外殻またはコ
ーティングは、ペイロードと無煙タバコ製品のタバコ組成物との間の障壁として働く。所
望の用途に応じて、この障壁は恒久的であってもよく、これは、障壁が製品の寿命中、障
壁としてその場に残存することを意味し、または一時的であってもよく、これは、障壁が
、障壁として働くのを停止し、それによって製品を使用するある種の条件下でペイロード
を放出するように設計されていることを意味する。
【００４１】
　多数の実施形態では、外殻が、何らかの型の物理的な破壊、破損または他の物理的な一
体性の喪失を受けた場合に（例えば、崩壊、軟化、圧壊、圧力の印加などによって）、中
心領域の添加剤は放出され、それによって、製品の使用中に無煙タバコ製品の官能または
機能特性を変化させる。したがって、例えば、マイクロカプセルは、タバコ配合物と一緒
にパウチ内に組み込むことができ、使用中に、使用者の口内に存在する水分とマイクロカ
プセルが接触することによって、マイクロカプセルを軟化させ、その物理的一体性を喪失
させ、添加剤を使用者の口内に放出させることができる。あるいは、マイクロカプセルは
、圧力を印加することによって意図的に圧壊させて添加剤を放出することもできる。添加
剤のかかる放出は、製品の風味もしくは他の官能特性を変化もしくは向上させ、使用者が
製品を楽しむことができる期間を延長させ、または他の機能的な利点を提供することがで
きる。他の実施形態では、殻は、マイクロカプセル充填剤材料の場合のように、通常の使
用条件下で添加剤を放出するように設計されていない。
【００４２】
　タバコ製品１０は、通常、ヒト対象者／使用者の口内にタバコ配合物を入れた１つのパ
ウチを入れることによって使用される。使用中、使用者の口内の唾液によって、タバコ配
合物の成分の一部が水透過性のパウチを通過し、使用者の口内に入ることが可能になる。
パウチは、好ましくは、噛まれたり、飲み込まれたりはしない。使用者は、タバコ風味お
よび満足を提供され、タバコ配合物のいかなる部分をも吐き出す必要がない。加えて、多
数の実施形態では、マイクロカプセルは、製品の使用中に破壊され、マイクロカプセルの
内容物は使用者の口内に導入される。使用／楽しみの約１０分から約６０分、好ましくは
、約１５分から約４５分後に、マイクロカプセルの内容物およびタバコ配合物のうちの大
幅な量は、ヒト対象者によって摂取され、パウチは、ヒト対象者の口から除去し、廃棄す
ることができる。
【００４３】
　カプセル化または他の技法によって、タバコ配合物の他の成分から分離できる（例えば
、マイクロカプセルのペイロード中に含まれる）例示的な型の添加剤として、水、風味料
、タバコ材料（例えば、特定の形態またはタバコエキスの形態のタバコ材料）、有機およ
び無機充填剤（例えば、穀類、加工穀類、膨化穀類、マルトデキストリン、デキシトロー
ス、炭酸カルシウム、リン酸カルシウム、コーンスターチ、ラクトース、マニトール、キ
シリトール、ソルビトール、微粉砕セルロースなど）、結合剤（例えば、ポビドン、カル
ボキシメチルセルロースナトリウムおよび他の改質セルロース型の結合剤、アルギン酸ナ
トリウム、キサンタンガム、デンプン系結合剤、アラビアガム、レシチンなど）、ｐＨ調
整剤または緩衝剤（例えば、金属水酸化物、好ましくは、水酸化ナトリウムおよび水酸化
カリウムなどのアルカリ金属水酸化物、および金属炭酸化物、好ましくは、炭酸カリウム
もしくは炭酸ナトリウム、または重炭酸ナトリウムなどの金属重炭酸塩など他のアルカリ
金属緩衝剤など）、着色剤（例えば、カラメル着色剤および二酸化チタンを含めての染料
および顔料など）、保湿剤（例えば、グリセリン、プロピレングリコールなど）、口腔ケ
ア添加剤、保存剤（例えば、ソルビン酸カリウムなど）、シロップ（蜂蜜、高フルクトー
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スコーンシロップ、および風味料として使用される類似物）、崩壊助剤（例えば、微晶性
セルロース、クロスカルメロースナトリウム、クロスポビドン、ナトリウムデンプングリ
コレート、プレゼラチン化コーンスターチなど）、ハーブおよび植物源由来の添加剤、お
よびそれらの混合物が挙げられる。代表的な型のペイロード成分はまた、それぞれが参照
により本明細書に組み込まれているＷｈｉｔｅらの米国特許第５３８７４１６号明細書、
Ｓｔｒｉｃｋｌａｎｄらの米国特許出願公開第２００５／０２４４５２１号明細書、Ｄｕ
ｂｅらの米国特許出願公開第２００４／０２６１８０７号明細書、およびＱｕｉｎｔｅｒ
らの国際公開第０５／０４１６９９号にも記載されている。
【００４４】
　使用できる例示的な風味料は、無煙タバコ製品の苦味、甘味、酸味または塩味を変える
ように作用し、配合物の乾燥性もしくは湿潤性の知覚度、または配合物によって表される
タバコ味の程度を向上させる成分またはそれらの成分の適切な組合せである。風味料の型
として、塩（例えば、塩化ナトリウム、塩化カリウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カ
リウム、酢酸ナトリウム、酢酸カリウムなど）、天然甘味料（例えば、フルクトース、ス
クロース、グルコース、マルトース、マンノース、ガラクトース、ラクトースなど）、人
工甘味料（例えば、スクラロース、サッカリン、アスパルテーム、アセサルフェームＫ、
ネオテームなど）、およびそれらの混合物が挙げられる。風味料は、天然であっても、人
工であってもよく、それによって付与されるこうした風味の特性は、限定されないが、新
鮮な、甘い、ハーブ性である、菓子的である、花のような、果実のようなまたはスパイシ
ーなとして記述することができる。特定の型の風味料として、限定されないが、バニラ、
コーヒー、チョコレート／ココア、クリーム、ミント、スペアミント、メントール、ペパ
ーミント、ウインターグリーン、ユーカリ、ラベンダー、カルダモン、ナツメグ、シナモ
ン、チョウジ、カスカリラ、ビャクダン、蜂蜜、ジャスミン、ジンジャー、アニス、セー
ジ、甘草、レモン、オレンジ、リンゴ、モモ、ライム、チェリー、イチゴおよびそれらの
任意の組合せが挙げられる。参照により本明細書に組み込まれているＬｅｆｆｉｎｇｗｅ
ｌｌら、「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｓｍｏｋｉｎｇ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓ」、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ（１９７２）も
参照されたい。風味料として、ユーカリなどの湿潤、冷却または平滑剤とみなされる成分
も挙げることができる。これらの風味料は、純品（すなわち、単独で）または複合剤で（
例えば、スペアミントとメントール、またはオレンジとシナモン）提供することができる
。複合風味料は、混合物として単一のマイクロカプセルで、別々のマイクロカプセルの別
々の成分として合わせることができる。
【００４５】
　好ましい実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された添加
剤は、粒子状のタバコ材料またはタバコエキス（例えば、固体形態の水性タバコエキス）
を含む風味料などタバコベースの風味料組成物である。本明細書に記載のタバコ材料のい
ずれの種類もマイクロカプセル化風味料として使用することができると思われる。マイク
ロカプセル化タバコ風味料を使用すると、風味特性の放出が延長された無煙タバコ配合物
を提供することができる。いくつかの形態の無煙タバコ配合物は、強力な官能プロフィル
を送達する。配合物中のタバコ材料の一部分をマイクロカプセル化することによって、よ
り穏やかな官能体験を実現することができる。タバコ風味料のマイクロカプセル化はまた
、製品が口中に滞在する時にタバコ風味が連続的にゆっくりと放出されることによって官
能体験を延長することもできる。好ましいマイクロカプセル化タバコ風味料では、無煙タ
バコ製品の全重量に対して、４５％以上の水分レベルの条件下など無煙タバコ製品の通常
の使用条件下でタバコ風味料の放出が延長される。
【００４６】
　タバコ配合物の成分として有用なタバコエキス、特に、隔離添加剤として使用するのに
適切なエキスを用いることができる。エキスは、固体形態（例えば、スプレー乾燥または
凍結乾燥形態）、液体形態、半固体形態などで使用することができる。例示的なタバコエ
キスおよび抽出技法は、例えば、そのすべてが参照により本明細書に組み込まれているＯ
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ｓｂｏｒｎｅ，Ｊｒ．らの米国特許第４１５０６７７号明細書、Ｆａｇｇらの同第４９６
７７７１号明細書、Ｆａｇｇらの同第５００５５９３号明細書、Ｆａｇｇの同第５１４８
８１９号明細書およびＣｌａｐｐらの同第５４３５３２５号明細書に記載されている。多
様なタバコエキスおよび再構成法は、そのすべてが参照により本明細書に組み込まれてい
るＦａｇｇの米国特許第５０６５７７５号明細書、Ｎｅｗｔｏｎの同第５３６００２２号
明細書およびＦａｇｇの同第５１３１４１４号明細書に記載されている。その両方が参照
により本明細書に組み込まれているＭｕｎｏｚらの米国特許第５１３１４１５号明細書お
よびＧｏｎｚａｌｅｚ－Ｐａｒｒａの同第５３１８０５０号明細書に記載されたタバコエ
キス処理法も参照されたい。
【００４７】
　紙作製技法または流し込み型の方法など適切な公知の再構成タバコ処理技法を用いるこ
とができる。例えば、参照により本明細書に組み込まれているＴｕｇｈａｎの米国特許第
３３９８７５４号明細書、Ｍａｔｔｉｎａの同第３８４７１６４号明細書、Ｋｉｔｅの同
第４１３１１１７号明細書、Ｊｅｎｋｉｎｓの同第４２７０５５２号明細書、Ｍａｔｔｉ
ｎａの同第４３０８８７７号明細書、Ｋｅｒｉｔｓｉｓの第同４３４１２２８号明細書、
Ｇｅｌｌａｔｌｙの同第４４２１１２６号明細書、Ｇｅｌｌａｔｌｙの同第４７０６６９
２号明細書、Ｔｈｏｍａｓｓｏｎの同第４９６２７７４号明細書、Ｃｌａｐｐの同第４９
４１４８４号明細書、Ｙｏｕｎｇの同第４９８７９０６号明細書、Ｂｒｏｗｎの同第５０
５６５３７号明細書、Ｓｏｈｎの同第５１４３０９７号明細書、Ｂｒｉｎｋｌｅｙらの同
第５１５９９４２号明細書、Ｙｏｕｎｇの同第５３２５８７７号明細書、Ｂｒｉｎｋｌｅ
ｙの同第５４４５１６９号明細書、Ｙｏｕｎｇの同第５５０１２３７号明細書、Ｙｏｕｎ
ｇの同第５５３３５３０号明細書に記載の各種の紙作製法を参照されたい。例えば、参照
により本明細書に組み込まれているＨｉｎｄの米国特許第３３５３５４１号明細書、Ｈｉ
ｎｄの第３３９９４５４号明細書、Ｈｉｎｄの同第３４８３８７４号明細書、Ｄｅｓｚｙ
ｃｋの同第３７６０８１５号明細書、Ｋｅｒｉｔｓｉｓの同第４６７４５１９号明細書、
Ｋｉｅｒｎａｎの同第４９７２８５４号明細書、Ｈｉｃｋｌｅの同第５０２３３５４号明
細書、Ｙｏｕｎｇの同第５０９９８６４号明細書、Ｊａｋｏｂの同第５１０１８３９号明
細書、Ｈｉｃｋｌｅの同第５２０３３５４号明細書、Ｌｅｋｗａｕｗａの同第５３２７９
１７号明細書、Ｙｏｕｎｇの同第５３３９８３８号明細書、Ｊａｋｏｂの同第５５９８８
６６号明細書、Ｙｏｕｎｇの同第５７１５８４４号明細書、Ｇｅｌｌａｔｌｙの同第５７
２４９９８号明細書、およびＫｕｍａｒの同第６２１６７０６号明細書、ならびにＥＰＯ
５６５３６０、ＥＰＯ１０５５３７５および国際公開第９８／０１２３３号に記載の流し
込み法を参照されたい。従来型のタバコ再構成プロセスで使用されるエキス、抽出材料お
よびスラリーは、本明細書で記載の無煙タバコ製品用のタバコ配合物の成分として用いる
ことができる。
【００４８】
　別の実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された添加剤は
、風味料としてバニリンを含む。塩基性ｐＨなどある種の条件下で、無煙タバコ配合物中
にバニリンが存在すると、時間とともにパウチに赤いしみがもたらされる場合がある。バ
ニリンをマイクロカプセル化することによって、バニリンは、無煙タバコ製品中で安定化
され、パウチのしみの可能性が減少する。ある種の実施形態では、マイクロカプセル化さ
れたバニリンは、エチルバニリングルコシドなど、時間をかけてバニリンを放出する複合
化バニリンの形態にすることができる。好ましい実施形態では、マイクロカプセル化され
たバニリンでは、４５％以上の水分レベルという条件下など通常の使用条件中にバニリン
の放出が延長される。
【００４９】
　別の実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された添加剤は
、Ｓｗｅｅｔｅｎｅｒ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されているＳＵＣ
ＲＡＳＷＥＥＴ（登録商標）ブランドの甘味料など天然および／または人工甘味料である
。ＳＵＣＲＡＳＷＥＥＴ（登録商標）は、ネオテーム、アセサルフェームカリウムおよび
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マルチトールの組合せである。ある種の甘味料、特に、ネオテームを含む甘味料が塩基性
ｐＨなどある種の条件下で、安定性がなくなる可能性がある。ある種の甘味料は、化学的
に分解して、副生物を形成する場合があり、この副生物は、苦味の増加など望ましくない
仕方で無煙タバコ配合物の官能特性を変える恐れがある。かかる甘味料をマイクロカプセ
ル化することによって、甘味風味料の分解を低減または防止することができ、無煙タバコ
製品の所望の官能プロフィルは、より長い期間維持することができる。好ましい実施形態
では、マイクロカプセル化甘味風味料は、風味料の連続で延長された放出を提供し、４５
％以上の水分レベルという条件下など通常の使用条件中に水溶性を示す。
【００５０】
　さらなる別の実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された
添加剤は、水であり、この水は、無煙タバコ製品の水分レベルを増加させるように働く。
無煙タバコ製品にマイクロカプセル化された、またはそうでなければ隔離された水を添加
することによって、貯蔵中の製品の水分レベルは低減することができる。口中に製品を入
れると、マイクロカプセル化された水は、好ましくは、水を速やかに放出する。製品の使
用中に時間をかけて溶解するように設計されているというよりむしろ、本実施形態のマイ
クロカプセルの外殻が、好ましくは、使用者によるマイクロカプセルの圧壊によってなど
使用中に破裂するように設計され、それによって製品の使用中または使用前の任意の時間
に製品中の水が速やかに放出される。より低い水分レベルで無煙タバコ製品を包装、貯蔵
および輸送できることによって、輸送コストが低減し（例えば、冷凍の必要性が無くなる
こと）、製品の寿命が増加する。マイクロカプセル化された水の使用は、使用前に（例え
ば、貯蔵中）タバコ配合物の全重量に対して、約２０重量％未満、多くの場合、約１５重
量％未満、しばしば、約１０重量％未満の水分含量を有するタバコ配合物の場合に特に適
している。本実施形態のタバコ配合物に対する典型的な水分含量の範囲は、約５から約２
０重量％である。
【００５１】
　添加剤はまた、ポテト皮、ブドウの種、朝鮮人参、銀杏、セントジョンワート（Ｓａｉ
ｎｔ　Ｊｏｈｎ’ｓ　Ｗｏｒｔ）、ノコギリヤシ、緑茶、紅茶、ブラックコホッシュ、粉
末唐辛子、カモミール、クランベリ、エキナシア、ニンニク、マツヨイグサ、ナツシロギ
ク、ショウガ、ヒドラスチス、サンザシ、カワカワ、甘草、オオアザミ、ウバウルシ、ま
たはカノコソウなど植物もしくはハーブ源からの単離成分（例えば、油またはエキス）の
形態であってもよい。上述の油およびエキスなどの添加剤として、ミネラル、ビタミン、
イソフラボン、フィトエステロール、硫化アリル、ジチオールチオン、イソチオシアネー
ト、インドール、リグナン、フラボノイド、ポリフェノールおよびカロテノイドなどある
種の生物活性効果を提供することが公知である多様なクラス由来の化合物が挙げられる場
合が多い。こうした型のエキスまたは油中に見られる例示的な化合物として、アスコルビ
ン酸、ピーナツ内果皮、レスベラトロル、スルホラファン、β－カロテン、リコペン、ル
テイン、コエンザイムＱ、カルニチン、ケルセチン、ケンペロールなどが挙げられる。例
えば、参照により本明細書に組み込まれているＳａｎｔｈｏｓｈら、Ｐｈｙｔｏｍｅｄｉ
ｃｉｎｅ、１２（２００５）、２１６－２２０頁を参照されたい。本発明で使用される油
またはエキス添加剤として、限定されないが、それらの混合物を含めての本明細書に記載
の任意の化合物および供給源を挙げることができる。この型のある種の添加剤は、ダイエ
ット用サプリメント、栄養補給食品、「植物化学物質」または「機能性食品」と呼ばれる
場合がある。こうした型の添加剤は、１つ以上の有利な生物学的効果（例えば、健康増進
、疾病予防、または他の医薬的な特性）を提供するが、薬物として分類または規制されて
いない、通常天然の供給源（例えば、植物材料）から入手可能な包括的な物質として当技
術分野で定義される場合がある。
【００５２】
　植物またはハーブ源から誘導または単離されたマイクロカプセル化またはそうでなけれ
ば、隔離された成分を含む本発明の実施形態では、マイクロカプセル化添加剤は、免疫系
促進効果、酸化防止効果など有利な生物学的機能を製品に付与することができる。マイク
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ロカプセル化することによって、製品が使用されるまで生物活性添加剤が活性形態で残存
する確率を上げることができる。好ましい実施形態では、マイクロカプセル化生物活性添
加剤は、４５％以上の水分レベルの条件下など通常の使用条件中に添加剤の連続的で延長
された放出を提供し、水溶性を示す。
【００５３】
　さらなる実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された添加
剤は、重炭酸ナトリウムおよび／または炭酸ナトリウムなどの緩衝剤を含むことができる
。適切な緩衝剤は、通常、少なくとも約６．０、しばしば、少なくとも約７．０、多くの
場合、少なくとも約７．５のｐＨで緩衝する。適切な緩衝剤は、通常、約１０．０未満、
しばしば、約９．５未満、多くの場合、約９．０未満のｐＨで緩衝する。官能特性を最適
にするためには、無煙タバコ配合物のｐＨを約７．５超に保持することが好ましい。しか
し、時間が経過すると、特に周囲より高い温度では、無煙タバコ配合物のｐＨが低下する
可能性がある。放出を延長させるマイクロカプセル化緩衝剤を使用すると、製品ｐＨを所
望の範囲に保持する助けになる場合があり、これによって、製品に対するよりコンシステ
ントな官能プロフィルがもたらされ、寿命が延びる。ある種の好ましい実施形態では、マ
イクロカプセル化緩衝剤は、製品の温度がある種のしきい値温度（例えば、約８０°Ｆま
たは２７℃）を超えた場合に、または製品のｐＨが望ましくない低いレベルまで（例えば
、７．３以下）低下した場合に、緩衝剤を放出する。
【００５４】
　さらなる実施形態では、マイクロカプセルのペイロード中の添加剤など隔離された添加
剤は、充填剤材料である。ある種の充填剤材料は、無煙タバコ製品に望ましくない官能特
性を付与する恐れがある。例えば、ある種の充填剤は、穀類状または粗引き状の組織また
は味を有する場合がある。充填剤をマイクロカプセル化またはそうでなければ、物理的に
分離することによって、充填剤の官能特性が無煙タバコ製品の全体の官能プロフィルに及
ぼす影響を最小にすることに役立てることができる。この方式では、いかなる味消剤も付
与することなしにより穏やかな製品の味が所望される場合、充填剤は、有利に用いること
ができる。特に好ましい充填剤は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｉｂｅｒ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから市販されているＦＩＢＲＥＸ（登録商標）ブランドの充填剤であり、
これは、砂糖大根から誘導された繊維材料である。他の適切な充填剤材料として、オート
ムギもしくは他の穀類、ふすま繊維、デンプン、または改質されたもしくは天然のセルロ
ース材料が挙げられる。好ましい実施形態では、マイクロカプセル化充填剤は、４５重量
％以上の水分レベルなど通常の使用条件下で非水溶性の形態である。
【００５５】
　前述したように、多数の実施形態では、マイクロカプセルの外殻が、比較的高水分の条
件（例えば、無煙タバコ製品の全重量に対して水分４５％超）下など使用者の口における
通常の使用条件下で物理的な一体性を失うことが好ましい。他の実施形態では、マイクロ
カプセルの外殻が、無煙タバコ製品が約７．３以下のｐＨなどある種のｐＨ、または約２
７℃以上などある種の温度に到達した場合、物理的な一体性を失うことが好ましい。さら
なる実施形態では、マイクロカプセルは、製品を口内に挿入する前に手によって印加され
た圧力、または製品が口腔内に挿入された後に印加された圧力（例えば、舌または歯によ
って印加された圧力）のいずれかによって使用者による物理的な力または圧力の作用を受
けた場合に破裂するように設計されている。
【００５６】
　マイクロカプセル用のペイロードは、変更可能な形態を有することができる。ペイロー
ドは、固体の形態（例えば、結晶性材料または乾燥粉末）であってもよいが、通常、液体
またはゲルの形態を有する。一実施形態では、ペイロードは、添加剤（例えば、風味料）
と希釈剤または担体（例えば、水）の混合物である。好ましい希釈剤は、中鎖トリグリセ
リドなどのトリグリセリド、より詳細には、中鎖トリグリセリドの食品級混合物である。
例えば、Ｒａｄｚｕａｎら、Ｐｏｒｉｍ　Ｂｕｌｌｅｔｉｎ、３９、３３－３８頁（１９
９９）を参照されたい。
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【００５７】
　マイクロカプセル内の添加剤および希釈剤の量は、種々変えることができる。一部の場
合、希釈剤は、全部一緒に排除することができ、ペイロードはすべて、添加剤から構成す
ることができる。あるいは、ペイロードは、ほとんど完全に希釈剤から構成することもで
き、非常に少量の比較的強力な添加剤のみを含むことができる。一実施形態では、添加剤
と希釈剤の混合物の組成物は、ペイロードの全重量に対して約５から約９９重量％の添加
剤の範囲、より好ましくは、約５から約７５重量％の添加剤の範囲、最も好ましくは、約
１０から約２５重量％の添加剤の範囲であり、残余は、希釈剤である。添加剤の正確な量
は、添加剤の型、および製品の所望の官能プロフィルを含めての数種の因子によって決ま
る。
【００５８】
　マイクロカプセルの圧壊強度は、通常のハンドリングおよび貯蔵を可能にするのに十分
であり、早期のまたは望ましくない破壊が大幅になることはない。貯蔵中の適切な一体性
と使用時に破裂またはそうでなければ破壊する能力の双方を有するカプセルを用意するス
テップは、カプセルの大きさおよび型などの因子に応じて実験によって決定することがで
き、デザインの好みの問題である。例えば、参照により本明細書に組み込まれているＴｈ
ｏｍａｓらの米国特許出願公開第２００７／００６８５４０号明細書を参照されたい。
【００５９】
　例示的なマイクロカプセルは、ワックス、ゼラチン、シクロデキストリン、またはアル
ギン酸塩などの材料を組み込んだ外殻および水性もしくは非水性液体（例えば、少なくと
も１つの風味成分を水またはアルコールもしくは油などの有機液体内に溶解した溶液また
は分散させた分散液；または水とアルコールもしくはグリセリンのような混和性液体の混
合物）を組み込んだ内部ペイロードを含むことができる。したがって、例えば、複数のか
かるマイクロカプセルは、タバコ配合物と一緒にパウチ内に組み込むことができる；製品
の使用中、マイクロカプセルの圧壊または他の物理的な破壊によって、マイクロカプセル
が、その中に入れられた添加剤を放出してタバコ配合物の成分を適切に湿潤化、および味
の向上など他の機能の利点の提供を可能にする場合がある。例えば、食品級ワックス物質
を含む外殻および水を含む内部ペイロードを有する適切な数のカプセルは、こうしたカプ
セルが破壊した場合に十分な水が放出されてタバコ配合物に所望の湿潤化効果が提供され
るようにパウチ内に組み込むことができる。
【００６０】
　本発明の無煙タバコ製品で使用されるマイクロカプセルは、大きさ、重量および形状が
均一であっても不均一であってもよく、マイクロカプセルのかかる特性は、無煙タバコ製
品の所望の特性によって決まる。代表的なマイクロカプセルは、一般に、球形である。し
かし、適切なマイクロカプセルは、概略直線的、長方形、楕円または卵形の形状など他の
形の形状を有することができる。例示的なマイクロカプセルは、直径が約１から約４０ミ
クロンまたは約１から約２０ミクロンの範囲であるマイクロカプセルなど、約１００ミク
ロン未満の直径を有することができる。
【００６１】
　無煙タバコ製品内に組み込まれるマイクロカプセルの数は、マイクロカプセルの大きさ
、ペイロード中の添加剤の特性または性質、無煙タバコ製品の所望の属性などの因子に応
じて種々変えることができる。無煙タバコ製品内に組み込まれるマイクロカプセルの数は
、約５を超えることができ、約１０を超えることができ、約２０を超えることができ、約
４０を超えることができ、約１００を超えることさえできる。ある種の実施形態では、カ
プセルの数は、約５００超、および約１，０００超であってもよい。
【００６２】
　無煙タバコ製品内に含まれるマイクロカプセルの全重量は、種々変わることができるが
、通常、約１０ｍｇ超、しばしば、約２０ｍｇ超であり、約３０ｍｇ超であってもよい。
マイクロカプセルの全重量は、通常、約２００ｍｇ未満、しばしば、約１００ｍｇ未満で
あり、約５０ｍｇ未満であってもよい。
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【００６３】
　パウチ中のマイクロカプセルの相対重量は変わることができる。通常、無煙タバコ製品
内のタバコの乾燥重量は、マイクロカプセル成分によってもたらされる重量より大きい。
しかし、マイクロカプセル成分の重量は、マイクロカプセル成分とタバコの乾燥重量を合
わせた重量に対して約１０から約７５％、しばしば、約２０から約５０％の範囲であって
よい。
【００６４】
　所望であれば、多様な大きさおよび／または多様な型（例えば、殻の多様な材料、形状
もしくは硬度など殻の多様な特性および／またはカプセルに入れられた多様な成分）のマ
イクロカプセルを、製品内に組み込むことができる。この方式では、多様なマイクロカプ
セルを、製品に組み込んで所望の特性（例えば、口の感触、風味、他の官能効果）を提供
および／または製品の使用中に多様な時間でカプセル化成分を放出することができる。例
えば、第１の風味成分は、製品を使用者の口に最初に導入した際に第１の組のマイクロカ
プセルから放出することができ、第２の組のマイクロカプセルに含まれた第２の風味成分
は、より遅くまで放出されない場合がある（例えば、第２のカプセルの半溶解性コーティ
ングは、第１のカプセルの組のコーティングより破裂に長くかかる）。
【００６５】
　本発明のマイクロカプセルは、当技術分野で公知の任意のマイクロカプセル化技法を使
用して形成することができる。例えば、マイクロカプセルは、溶媒蒸発、溶媒抽出、有機
相分離、界面重合、単純および複合コアセルベーション、その場重合、リポソームカプセ
ル化およびナノカプセル化など多様な化学的カプセル化技法を使用して、形成することが
できる。あるいは、スプレーコーティング、パンコーティング、流動床コーティング、環
状ジェットコーティング、回転ディスクアトマイゼーション、スプレークーリング、スプ
レー乾燥、スプレーチリング、固定ノズル共押出、遠心ヘッド共押出、または浸漬ノズル
共押出などカプセル化の物理的方法も使用できると思われる。
【００６６】
　コアセルベーションは、コロイドを適切な溶媒に溶解することによって開始されるコロ
イド現象である。コロイドの性質に応じて、多様な変化によってコロイドの溶解度の減少
をもたらすことができる。この減少の結果として、コロイドの大部分が分離して新しい相
になることができ、これによって２つの相系が形成され、一方はコロイド濃度が大きく、
他方はコロイド濃度が小さい。分散状態にあるコロイド富化相は、コアセルベート滴と呼
ばれる非晶質液滴になる。静置させると、これらは合体して、コアセルベート層と呼ばれ
る１つの透明で均一なコロイド富化液層になり、この層は堆積することによって生成マイ
クロカプセルの壁材料を生成することができる。
【００６７】
　単純コアセルベーションは、一方が水に対する親和性の大きい２つのコロイド分散液を
混合することによって、実施することができ、またはアルコールもしくは硫酸ナトリウム
など強力な親水性物質を添加することによって誘導することができる。水溶性ポリマーは
、新生ポリマー（例えば、ゼラチン）相に対する水混和性非溶媒の作用によって水中で濃
縮される。エタノール、アセトン、ジオキサン、イソプロパノールおよびプロパノールは
、ゼラチン、ポリビニルアルコール、またはメチルセルロースなどのコアセルベートの分
離を引き起こすことができる例示的な溶媒である。相分離は、ゼラチン、ポリビニルアル
コール、またはカルボキシメチルセルロースなどのポリマーの水溶液に無機塩などの電解
質を添加することによって実施することができる。
【００６８】
　複合コアセルベーションは、電荷が反対の２つの分散親水性コロイドを含む系において
誘導することができる。一方の負電荷による他方のコロイド全体上の正電荷の中和を使用
することによってポリマー富化複合コアセルベート相の分離がもたらされる。ゼラチン－
アラビアゴム（アカシアゴム）系は、１つの公知の複合コアセルベーション系である。
【００６９】
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　有機相分離は、「油中水」マイクロカプセル化とより簡単に呼ばれる場合がある。この
場合、極性中心は、油性または非極性連続媒体中に分散される。次いで、壁材料が、この
連続媒体中に溶解される。
【００７０】
　用いるカプセル化法に拘らず、本発明のマイクロカプセルを形成するのに使用される外
壁または殻材料および溶媒は、種々変えることができる。壁または殻材料として通常使用
されるクラスの材料として、タンパク質、ポリサッカライド、デンプン、ワックス、脂肪
、天然および合成ポリマー、ならびに樹脂が挙げられる。マイクロカプセルを形成するの
に使用されるマイクロカプセル化法で使用するための例示的な材料として、ゼラチン、ア
カシア（アラビアゴム）、ポリ酢酸ビニル、アルギン酸カリウム、イナゴマメガム、クエ
ン酸カリウム、カラギーナン、ポリメタリン酸カリウム、クエン酸、トリポリリン酸カリ
ウム、デキストリン、ポリビニルアルコール、ポビドン、ジメチルポリシロキサン、ジメ
チルシリコーン、精製パラフィンワックス、エチルセルロース、漂白シェラック、改質食
用デンプン、アルギン酸ナトリウム、グアーガム、カルボキシメチルセルロースナトリウ
ム、ヒドロキシプロピルセルロース、クエン酸ナトリウム、ヒドロキシプロピルメチルセ
ルロース、フェロシアン化ナトリウム、ポリリン酸ナトリウム、ロカストビーンガム、メ
チルセルロース、トリメタリン酸ナトリウム、メチルエチルセルロース、トリポリリン酸
ナトリウム、微晶性ワックス、タンニン酸、石油ワックス、テルペン樹脂、トラガント、
ポリエチレン、キサンタンガムおよびポリエチレングリコールが挙げられる。
【００７１】
　マイクロカプセルは、市販されており、例示的な型のマイクロカプセル技術は、Ｇｕｔ
ｃｈｏ、「Ｍｉｃｒｏｃａｐｓｕｌｅｓ　ａｎｄ　Ｍｉｃｒｏｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏ
ｎ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ（１９７６）」；Ｇｕｔｃｈｏ、「Ｍｉｃｒｏｃａｐｓｕｌｅ
ｓ　ａｎｄ　Ｏｔｈｅｒ　Ｃａｐｓｕｌｅｓ　Ａｄｖａｎｃｅｓ　Ｓｉｎｃｅ　１９７５
（１９７９）」；Ｋｏｎｄｏ、「Ｍｉｃｒｏｃａｐｓｕｌｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ａ
ｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（１９７９）」；Ｉｗａｍｏｔｏら、ＡＡＰＳ　Ｐｈａｒｍ
．Ｓｃｉ．Ｔｅｃｈ．２００２　３（３）：報文２５；ＭｃＧｌｕｍｐｈｙの米国特許第
３５５０５９８号明細書；Ｔａｔｅｎｏらの同第４８８９１４４号明細書；Ｃｈｅｒｕｋ
ｕｒｉらの同第５００４５９５号明細書；Ｂｏｎｎｅｒの同第５６９０９９０号明細書；
Ｗａｍｐｌｅｒらの同第５７５９５９９号明細書；Ｓｏｐｅｒらの同第６０３９９０１号
明細書；Ｓｏｐｅｒらの同第６０４５８３５号明細書；Ｌｅｗの同第６０５６９９２号明
細書；Ｓｏｐｅｒらの同第６１０６８７５号明細書；Ｔａｋａｄａらの同第６１１７４５
５号明細書；ＤｅＲｏｏｓらの同第６３２５８５９号明細書；ＤｅＲｏｏｓらの同第６４
８２４３３号明細書；Ｄｅｎｎｅｎの同第６６１２４２９号明細書；およびＢｏｕｗｍｅ
ｅｓｔｅｒｓらの同第６９２９８１４号明細書；Ｋａｒｌｅｓらの米国特許出願公開第２
００６／０１７４９０１号明細書およびＢｅｓｓｏらの同第２００７／００９５３５７号
明細書；ならびにＨｏｌｔｏｎらの国際公開第２００７／０３７９６２号に記載の型であ
り、それぞれが参照により本明細書に組み込まれている。適切な型のマイクロカプセルは
、Ｍｉｃｒｏｔｅｋ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　ｏｆ　Ｄａｙｔｏｎ、Ｏｈｉｏなどの
供給源から市販されている。例示的な型の市販されているマイクロカプセル化技法として
、Ｖｅｒｎｉｅｒ、Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄに本社のあるＧｉｖａｕｄａｎから市販され
ているＵＬＴＲＡＳＥＡＬ（商標）およびＰＥＲＭＡＳＥＡＬ（商標）で販売されている
ものが挙げられる。
【００７２】
　図２から４で示されているように、無煙タバコ製品の実施形態は、マイクロカプセル中
で使用するための本明細書に記載の任意の添加剤を含む大きい方のカプセルを含むことが
できる。例示的な小さい方の球状カプセルは、少なくとも約０．５ｍｍ、一般に、少なく
とも約１ｍｍ、しばしば、少なくとも約２ｍｍ、多くの場合、少なくとも約３ｍｍの直径
を有する。例示的な大きい方の球状カプセルは、約６ｍｍ未満、しばしば、約５ｍｍ未満
の直径を有する。例示的な小さい方の個々のカプセルは、少なくとも約５ｍｇ、しばしば
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、少なくとも約１５ｍｇ、多くの場合、少なくとも約２５ｍｇの重量を有する。例示的な
大きい方の個々のカプセルは、約７５ｍｇ未満、一般に、約６５ｍｇ未満、しばしば、約
５５ｍｇ未満の重量を有する。
【００７３】
　代表的な型のカプセルは、Ｙｏｓｈａ！　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ，Ｉｎｃ．から「Ｍ
ｏｍｉｎｔｓ」、およびＴｈｅ　Ｈｅｒｓｈｅｙ　Ｃｏｍｐａｎｙから「Ｉｃｅ　Ｂｒｅ
ａｋｅｒｓ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｉｃｅ」として市販されている型である。代表的な型のカプ
セルはまた、Ｃａｄｂｕｒｙ　Ａｄａｍｓ　ＵＳＡから商標「Ｃｉｎｎａｂｕｒｓｔ」で
販売されている型のガムなど、チューインガム中にも組み込まれている。代表的な型のカ
プセルおよびそれらの成分はまた、Ｗａｔｅｒｂｕｒｙの米国特許第３３３９５５８号明
細書、Ｉｒｂｙ，Ｊｒ．らの同第３３９０６８６号明細書、Ｄｏｃｋの同第３６８５５２
１号明細書、Ｂｒｏｏｋｓらの同第３９１６９１４号明細書、Ｔａｔｅｎｏらの同第４８
８９１４４号明細書、ＭａｃＡｄａｍらの同第６６３１７２２号明細書、およびＤｅａｌ
の同第７１１５０８５号明細書、Ｄｕｂｅらの米国特許出願公開第２００４／０２６１８
０７号明細書、Ｄｕｂｅらの同第２００６／０２７２６６３号明細書、Ｌｕａｎらの同第
２００６／０１３３０９６１号明細書、Ｍｉｓｈｒａらの同第２００６／０１４４４１２
号明細書、Ｋａｒｌｅｓらの同第２００７／００１２３２７号明細書、およびＴｈｏｍａ
ｓらの同第２００７／００６８５４０号明細書、Ｋｉｍの国際公開第０３／００９７１１
号、Ｈａｒｔｍａｎｎらの国際公開第２００６／１３６１９７号、Ｍａｎｅらの国際公開
第２００６／１３６１９９号、国際公開第２００７／０１０４０７号、および国際公開第
２００７／０６０５４３号、ならびにＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙから商標「Ｃａｍｅｌ　Ｌｉｇｈｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｍｅｎｔｈｏｌ　Ｂｏｏｓ
ｔ」で販売されているフィルター付紙巻タバコ内にも記載されており、これらは参照によ
り本明細書に組み込まれている。参照により本明細書に組み込まれているＴａｋｅｉらの
米国特許第５２２３１８５号明細書、Ｔａｋｅｉの同第５３８７０９３号明細書、Ｓｕｚ
ｕｋｉらの同第５８８２６８０号明細書、Ｎａｋａｍｕｒａらの同第６７１９９３３号明
細書、およびＦｏｎｋｗｅらの同第６９４９２５６号明細書、ならびにＳｃｈｏｅｎｈａ
ｒｄの米国特許出願公開第２００４／０２２４０２０号明細書、Ｍａｎｅらの同第２００
５／０１２３６０１号明細書、Ｂｅｄｎａｒｚらの同第２００５／０１９６４３７号明細
書、およびＳｃｏｔｔらの同第２００５／０２４９６７６号明細書に記載されている各種
の型のカプセルおよびそれらの成分も参照されたい。カプセルは、着色しても、表面を平
滑もしくは粗にしても、殻が剛性もしくは柔軟であっても、殻が脆性もしくは耐久性であ
っても、または他の所望の特徴もしくは特性を有してもよい。
【００７４】
　無煙タバコ製品は、使用者に所定の濃厚量の風味成分を送達するように設計された、ビ
ーズ、ペレット、ロッド、ストランド、シート、ストリップまたは他の形状物の形態の他
の風味料を含むことができる。かかる形態は、通常、担体材料（すなわち、マトリックス
材料）およびその中に分散させた風味料を含み、風味料の送達の制御を可能にする。例え
ば、基本的に水不溶性の風味ビーズ、ストランドまたはペレットの製造に有用な代表的な
型の材料および成分は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙか
らＣａｍｅｌ　Ｄａｒｋ　Ｍｉｎｔ、Ｃａｍｅｌ　Ｍａｎｄａｒｉｎ　Ｍｉｎｔ、Ｃａｍ
ｅｌ　Ｓｐｉｃｅ　Ｃｒｅｍａ、Ｃａｍｅｌ　Ｉｚｍｉｒ　Ｓｔｉｎｇｅｒ、Ｃａｍｅｌ
　Ｓｐｉｃｅ　Ｔｗｉｓｔ、Ｃａｍｅｌ　Ｍａｎｄａｌａｙ　ＬｉｍｅおよびＣａｍｅｌ
　Ａｅｇｅａｎ　Ｓｐｉｃｅとして市販されている紙巻タバコのフィルター内に見いだす
ことができる。例えば、水分散性または水溶性の風味材料（例えば、食用の息を新鮮にす
るフィルム型の材料）の風味ストリップ、ピースまたはシートのうちの少なくとも１つは
、図３に示すように各パウチ内に配置することができる。かかるストリップまたはシート
は、折りたたみ、またはクシャクシャに丸めることによってパウチ内に容易に組み込むこ
とができる。例えば、参照により本明細書に組み込まれているＳｃｏｔｔらの米国特許第
６８８７３０７号明細書、およびＬｅｕｎｇらの同第６９２３９８１号明細書、ならびに
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Ｔｈｅ　ＥＦＳＡ　Ｊｏｕｒｎａｌ（２００４）８５、１－３２頁に記載の各種の材料お
よび技術を参照されたい。
【００７５】
　好ましくはないが、少なくとも１つの大きい方のカプセルは、水分浸透性の小さいメッ
シュパウチで囲むことができ、そのメッシュパウチは、無煙タバコ製品の外側のメッシュ
入れ物内に入れられる。かかる実施形態では、パウチ内のタバコ配合物は、図４に示すよ
うに、そのパウチ内にやはり入れられた少なくとも１つのカプセルから隔離することがで
きる。
【００７６】
　本発明に係るタバコ製品の製造に使用されるタバコは種々変えることができる。タバコ
は、フルーキュアードタバコ、バーレー種タバコ、オリエンタルタバコ、メリーランドタ
バコ、ダークタバコ、ダークファイヤードタバコ、ダークエアーキュアード（例えば、パ
サンダ、クバノ、ジャティンおよびベズキタバコ）またはライトエアーキュアード（例え
ば、北ウイスコンシンおよびガルポアタバコ）、およびリスチカタバコ、ならびに他のレ
アまたは特殊タバコなどの型のタバコを含むことができる。多様な型のタバコ、成育作業
、収穫作業およびキュアリング作業についての説明は、参照により本明細書に組み込まれ
ているＤａｖｉｓら（編）の「Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔ
ｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ」（１９９９）に記載されている。参照により本明
細書に組み込まれているＳｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．らの米国特許第４６６０５７７号
明細書、Ｗｈｉｔｅらの同第５３８７４１６号明細書、およびＤｏｍｉｎｇｕｅｚらの同
第６７３０８３２号明細書も参照されたい。最も好ましくは、タバコ材料は、適切にキュ
アーおよび熟成されたものである。フルーキュアードタバコをキュアーするための特に好
ましい技法および条件は、参照により本明細書に組み込まれているＮｅｓｔｏｒら、Ｂｅ
ｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．、２０（２００３）４６７－４７５頁
、およびＰｅｅｌｅの米国特許第６８９５９７４号明細書に記載されている。タバコをエ
アーキュアーするための代表的な技法および条件は、参照により本明細書に組み込まれて
いるＲｏｔｏｎら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．、２１（２０
０５）３０５－３２０頁、およびＳｔａａｆら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓ
ｃｈ．Ｉｎｔ．、２１（２００５）３２１－３３０頁に記載されている。ある種の型の珍
しいまたは希なタバコは、サンキュアーすることができる。オリエンタルタバコの喫煙品
質を改良するための仕方および方法は、参照により本明細書に組み込まれているＬａｗｓ
ｏｎらの米国特許第７０２５０６６号明細書に記載されている。代表的なオリエンタルタ
バコとして、カテリニ、プレリップ、コモチニ、キサンチおよびヤンボルタバコが挙げら
れる。ダークエアーキュアードタバコを含むタバコ組成物は、参照により本明細書に組み
込まれている２００７年４月４日出願のＭａｒｓｈａｌｌらの米国特許出願第１１／６９
６４１６号明細書に記載されている。
【００７７】
　図１－４に例示された実施形態などの本発明のタバコ製品は、単一型のタバコ（例えば
、いわゆる「ストレートグレード」形態において）を組み込むことができる。例えば、タ
バコ製品内のタバコは、フルーキュアードタバコ（例えば、タバコはすべて、フルーキュ
アードタバコ葉またはフルーキュアードタバコ葉とフルーキュアードタバコ茎の混合物い
ずれかから構成または誘導することができる。）のみから構成することができる。タバコ
製品内のタバコはまた、いわゆる「ブレンド」形態を有することもできる。例えば、本発
明のタバコ製品内のタバコは、フルーキュアード、バーレー（例えば、マラウイバーレー
タバコ）およびオリエンタルタバコ（例えば、タバコ葉またはタバコ葉とタバコ茎の混合
物から構成または誘導されたタバコのように）の部分またはピースの混合物を含むことが
できる。例えば、代表的なブレンドは、乾重量基準で約３０から約７０部のバーレータバ
コ（例えば、葉、または葉と茎）および約３０から約７０部のフルーキュアードタバコ（
例えば、茎、葉、または葉と茎）を組み込むことができる。他の例示的なタバコブレンド
は、乾重量基準で約７５部のフルーキュアードタバコ、約１５部のバーレータバコ、およ
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び約１０部のオリエンタルタバコ；または約６５部のフルーキュアードタバコ、約２５部
のバーレータバコ、および約１０部のオリエンタルタバコ；または約６５部のフルーキュ
アードタバコ、約１０部のバーレータバコ、および約２５部のオリエンタルタバコを組み
込む。
【００７８】
　タバコ材料は、加工タバコの部分もしくはピース、基本的に天然の葉もしくは茎形態の
乾燥および熟成されたタバコ、タバコエキス、抽出されたタバコパルプ（例えば、溶媒と
して水を使用して）、または前記の混合物（例えば、抽出されたタバコパルプを乾燥およ
び熟成され、造粒された天然タバコ葉と合わせた混合物）の形態を有することができる。
【００７９】
　タバコ製品に使用されるタバコは、最も好ましくは、タバコ葉、またはタバコ葉と茎の
混合物を含む。タバコ茎よりもタバコ葉を大量に組み込んだタバコ混合物が好ましい。最
も好ましくは、タバコ葉および茎は、未抽出形態で使用される、つまり、抽出可能な部分
（例えば、水溶性部分）が、乾燥および熟成された形態で提供される天然タバコと同等な
状態で抽出不可能な部分（例えば、タバコパルプ）内に存在する状態で使用される。最も
好ましくは、タバコは、再構成済みの形態、抽出済みの形態、またはタバコ成分を抽出お
よび再構成することによってもたらされる任意の形態で提供されない。しかし、タバコ製
品内のタバコ部分は、加工タバコ茎（例えば、切断－ロールされた茎、切断－ロール－膨
張茎または切断－パフ茎）、または体積膨張タバコ（例えば、ドライアイス膨張タバコ（
ＤＩＥＴ）などのパフタバコ）などの加工形態を有することができる。加えて、タバコ製
品は、場合によって、発酵されたタバコを組み込むこともできる。また、参照により本明
細書に組み込まれているＡｔｃｈｌｅｙらの国際公開第０５／０６３０６０号に記載の各
種のタバコ加工技法も参照されたい。
【００８０】
　所望であれば、タバコ材料は、加湿および乾燥し、次いで所望の形態に粉砕することが
できる。例えば、タバコ材料は、糖類（例えば、フルクトース、グルコースおよびスクロ
ース）、保湿剤（例えば、グリセリンおよびプロピレングリコール）、風味成分（例えば
、ココアおよびリコリス）などの成分を含む水性加湿剤を用いて加湿することができる。
非水性加湿剤は、好ましくは、タバコの乾燥重量に対して約１％－約１５％の量でタバコ
に施用することができる。
【００８１】
　タバコ製品の製造に使用されるタバコは、好ましくは、シュレッド、粉砕、造粒、微粒
子または粉末形態で提供される。最も好ましくは、タバコは、いわゆる「ファインカット
」タバコ製品で使用されるシュレッドタバコのパーツまたはピースよりも小さい平均粒径
を有するパーツまたはピースの形態で用いられる。通常は、非常に微粉砕されたタバコ粒
子またはピースは、約１８タイラーメッシュの篩を通過する大きさにされ、一般に、約２
０タイラーメッシュの篩を通過する大きさにされ、しばしば、約５０タイラーメッシュの
篩を通過する大きさにされ、多くの場合、約６０タイラーメッシュの篩を通過する大きさ
にされ、１００タイラーメッシュの篩を通過する大きさまでにもされてよく、さらには、
２００タイラーメッシュの篩を通過する大きさまでにもされてよい。所望であれば、空気
分級装置を使用することによって所望の大きさ、または大きさの範囲のタバコ小粒子の収
集を確実に実施することができる。一実施形態では、タバコ材料は、１８タイラーメッシ
ュを通過するが、６０タイラーメッシュを通過しない大きさの粒子形態である。所望であ
れば、造粒タバコの異なる大きさのピースを一緒に混合することができる。通常、スヌー
ス製品に適した非常に微粉砕されたタバコ粒子またはピースは、－８タイラーメッシュ超
、しばしば、－８から＋１００タイラーメッシュ、多くの場合、－１８から＋６０タイラ
ーメッシュの粒径を有する。
【００８２】
　タバコが、微粉砕または粉末型の形態で提供される仕方は、種々変えることができる。
好ましくは、タバコのパーツまたはピースは、グラインディング、ミリングなどのための
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装置および技法を使用して粉砕、グラインドまたは微粒化して粉末型の形態にする。最も
好ましくは、タバコは、ハンマーミル、カッターヘッド、空気制御ミルなどの装置を使用
してグラインディングまたはミリングを行う間、比較的乾燥した形態である。例えば、タ
バコの水分含量が、約１５重量％未満から約５重量％未満である場合、タバコのパーツま
たはピースは、グラインドまたは粉砕することができる。
【００８３】
　タバコ配合物内のタバコの相対量は、種々変えることができる。好ましくは、タバコ配
合物内のタバコの量は、配合物の乾燥重量基準で、少なくとも約２５％または少なくとも
約３０％である。ある種の場合、タバコ配合物内の他の成分の量は、乾燥重量基準で、約
４０％を超えることができる。タバコ配合物内のタバコ材料の典型的な範囲は、約３０か
ら約４０重量％である。
【００８４】
　消費者が配合物を使用する前のタバコ配合物の水分含量は、種々変えることができる。
通常、使用者の口内に挿入する前にパウチ内に存在する場合のタバコ配合物の水分含量は
、約５５重量％未満であり、一般に、約５０重量％未満であり、しばしば、約４５重量％
未満である。ある種の型のタバコ配合物は、使用する前で、水分含量が約１５重量％未満
、多くの場合、約１０重量％未満、しばしば、約５重量％未満である。スヌース型のタバ
コ組成物を組み込んだものなどある種のタバコ製品では、水分含量は、２０重量％を超え
ることができ、しばしば、３０重量％を超えることができる。例えば、代表的なスヌース
型の製品は、水分含量が約２５重量％から約５０重量％、好ましくは、約３０重量％から
約４０重量％であるタバコ組成物を有することができる。
【００８５】
　配合物の水分含量を制御する仕方は、種々変えることができる。例えば、配合物を、サ
ーマルまたは対流加熱にかけることができる。特定の例として、配合物は、約４０℃から
約９５℃の温度の暖かい空気でオーブン乾燥することができ、所望の水分含量を実現する
のに十分な長さの時間で約６０℃から約８０℃の好ましい温度範囲でオーブン乾燥するこ
とができる。あるいは、タバコ配合物は、加湿ドラム、コンディショニングシリンダもし
くはドラム、液体スプレー装置、リボンブレンダ、ＬｉｔｔＩｅｆｏｒｄ　Ｄａｙ，Ｉｎ
ｃ．からＦＫＭ１３０、ＦＫＭ６００、ＦＫＭ１２００、ＦＫＭ２０００およびＦＫＭ３
０００として市販されているミキサー、Ｐｌｏｕｇｈ　Ｓｈａｒｅ型のミキサーシリンダ
ーなどを使用して加湿することもできる。最も好ましくは、スヌース型の製品内で用いら
れる各種の型のタバコ配合物など湿潤タバコ配合物は、低温殺菌または発酵にかけられる
。スヌース型のタバコ製品を低温殺菌または発酵するための技法は、スヌース製品の設計
および製造の当業者にとっては明白である。
【００８６】
　ｐＨという用語で明らかにされる場合が多いタバコ配合物の酸性またはアルカリ性は、
種々変えることができる。通常、この配合物のｐＨは、少なくとも約６．５、好ましくは
、少なくとも約７．５である。通常、この配合物のｐＨは、約９を超えず、しばしば、約
８．５を超えない。代表的なタバコ配合物は、約６．８から約８．２のｐＨを示す。タバ
コ配合物のｐＨを求めるための代表的な技法は、この配合物５ｇを高速液体クロマトグラ
フィー水１００ｍｌ中に分散するステップ、および生成懸濁液／溶液のｐＨを測定するス
テップ（例えば、ｐＨメータを用いて）を含む。
【００８７】
　上述したように、タバコ配合物を調製する前に、タバコパーツまたはピースは、照射す
ることができ、またはそうしたパーツまたはピースは、低温殺菌することができ、または
そうでなければ制御された熱処理にかけることができる。さらには、所望であれば、配合
物の全部または一部分を調製した後、成分材料は、照射することができ、またはそうした
成分材料は、低温殺菌することができ、またはそうでなければ制御された熱処理にかける
ことができる。例えば、配合物は、調製した後に、照射または低温殺菌を行うことができ
、次いで、風味成分（複数可）は、配合物に施用することができる。あるいは、タバコ配



(26) JP 6518030 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

合物は、タバコ配合物が水分浸透性パケットまたはパウチ内に組み込まれた後に、照射ま
たは低温殺菌を行うこともできる（例えば、スヌース型無煙タバコ製品の個別の入れ物を
提供するように。
【００８８】
　一態様では、本発明は、タバコ処理方法に関する。本方法は、無煙タバコ配合物として
使用するのに適切なタバコ配合物の調製で使用される熱処理を含む。本方法は、最も好ま
しくは湿潤形態であるタバコ材料を熱処理にかけるステップを含む。熱処理は、囲まれた
入れ物（例えば、制御された大気環境、制御された大気成分および制御された大気圧を提
供するもの）または基本的に周囲空気に開放された入れ物で実施することができる。タバ
コ材料を十分な長さの時間、十分な高温にさらすことによって提供される熱処理は、タバ
コ材料の全体的な特性または性質を所望の程度まで変更することができる。例えば、熱処
理を使用することによって、タバコ材料に所望の色または目視特性、タバコ材料に所望の
官能特性、またはタバコ材料に所望の物理的性質または組織を提供することができる。加
えて、熱処理によって、タバコ材料は低温殺菌型の処理に特徴的な処理を受けることが可
能である。したがって、ある種の型および量の胞子、かび、微生物、バクテリアなどを不
活性にすることができ、またはそれらによって発生した酵素は、変性、またはそうでなけ
れば不活性化することができる。不活性化された、またはそうでなければ数が有効に減少
したある種の成分は、タバコに特異的なニトロソアミンの形成を促進する能力を有する生
物剤（例えば、酵素）である。低温殺菌技法は、例えば、Ｕ．Ｓ．Ｆｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄ
ｒｕｇ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎおよびｔｈｅ　Ｕ．Ｓ．Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　
ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅのウェブサイトに記載されている。
【００８９】
　熱処理方法の温度および時間は種々変わり、一般には、熱処理の長さは、熱処理の温度
が増加するにつれて減少する。水の沸点以上の温度など過度に高い熱処理温度を避けるこ
とが好ましい。しかし、熱処理ステップの温度は、高いことが特徴であり、これは、温度
が室温より高い（すなわち、２５℃超）ことを意味する。熱処理を実施するのに使用され
る方法および装置は、種々変えることができる。温度は、ジャケット付入れ物、タバコ内
への蒸気の直接吹込み、熱風によるタバコ内のバブリングなどを使用することによって制
御することができる。以下に記載の本発明の方法は、ミキサーの内容物の加熱、およびミ
キサーの内容物の攪拌またはかき混ぜが可能な多様なジャケット付混合装置を含めての多
様な混合装置など当技術分野で公知の装置を使用して、実施することができる。多様な型
の圧力制御または排気混合入れ物を使用することができる。例示的な混合入れ物として、
Ｓｃｏｔｔ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｌｉｔｔｌｅｆｏｒｄ　Ｄａｙ，Ｉ
ｎｃ．、Ｌｏｄｉｇｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙおよびｔｈｅ　Ｂｒｅｄ
ｄｏ　Ｌｉｋｗｉｆｉｅｒ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｉｎｇｒｅｄ
ｉｅｎｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されているミキサーが挙げられる。圧力制御環境を
提供する入れ物の例として、Ｂｅｒｇｈｏｆ／Ａｍｅｒｉｃａ　Ｉｎｃ．ｏｆ　Ｃｏｎｃ
ｏｒｄ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａから市販されている高圧オートクレーブ、およびＴｈｅ　
Ｐａｒｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｃｏ．から市販されている高圧反応器（例えば、Ｈｕ
ｋｖａｒｉらの米国特許第４８８２１２８号明細書に記載のＰａｒｒ　Ｒｅａｃｔｏｒ　
Ｍｏｄｅｌ番号４５２２および４５５２）が挙げられる。好ましいミキサーによって、ミ
キサーの内容物内へ直接蒸気を注入することが可能になる。以下に記載のプロセスステッ
プすべては、タバコ材料を攪拌またはアジテートしながら実施することができる。プロセ
ス中の混合入れ物内の圧力は、大気圧であっても高圧であってもよい（例えば、約１０ｐ
ｓｉｇから約１，０００ｐｓｉｇ）。
【００９０】
　好ましくは、熱処理にかける湿潤タバコ材料の水分含量は、熱処理にかけるタバコ配合
物の全重量に対して少なくとも約３０％であり、しばしば、少なくとも約３５％であり、
多くの場合、少なくとも約４０％である。タバコ材料は、蒸気、液体水道水、塩化ナトリ
ウム水溶液など水性流体を添加することによって湿潤にすることができる。熱処理ステッ
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プが少なくともいくらかの程度まで完了すると、湿潤タバコ材料を塩基性材料（例えば、
炭酸ナトリウム、重炭酸ナトリウムまたはそれらの混合物）と接触させてｐＨをアルカリ
ｐＨ範囲まで上昇させる。塩基性材料と接触させるときに、タバコ材料の水分含量は、タ
バコ配合物の全重量に対して少なくとも約３０％であり、しばしば、少なくとも約３５％
であり、多くの場合、少なくとも約４０％である。好ましくは、タバコ材料は、それに塩
基性材料を添加するいくらか前に冷却される（例えば、タバコは、約７５℃未満まで、多
くの場合、約６５℃未満まで、しばしば、約５５℃未満まで冷却することができる。）。
タバコ混合物は、タバコ材料のｐＨが約８ｐＨ単位に低下するまで十分な高水分レベルに
保持されつつ、塩基性材料と相互作用を行う。次いで、タバコ材料は冷却され、乾燥され
る。
【００９１】
　熱処理中に、所望のように多様な風味材料をタバコ材料に添加することができる。例示
的な風味料組成物として、すべてが参照により本明細書に組み込まれているＷｈｉｔｅら
の米国特許第５１２１７５７号明細書、Ｓｈｕらの同第５３７０１３９号明細書、Ｇｏｎ
ｚａｌｅｚ－Ｐａｒｒａらの同第５３１８０５０号明細書、Ｔｅａｇｕｅの同第５３４３
８７９号明細書、Ｓｈｕらの同第５４１３１２２号明細書、Ｓｈｕらの同第５９６２６６
２号明細書、Ｗｈｉｔｅの同第６０４８４０４号明細書、Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩらの同
第６２９８８５８号明細書、Ｃｏｌｅｍａｎの同第６３２５８６０号明細書、Ｃｏｌｅｍ
ａｎ，ＩＩＩらの同第６４２８６２４号明細書、Ｗｈｉｔｅらの同第６５９１８４１号明
細書およびＤｕｂｅらの同第６６９５９２４号明細書、ならびにＣｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩ
の米国特許出願公開第２００４／０１７３２２８号明細書に記載の組成物を含めての多様
なトップ化粧および加湿組成物が挙げられる。さらには、本明細書に記載の熱処理プロセ
ス中、アンモニア、エチレンオキサイド、二酸化硫黄、および二酸化塩素など多様な他の
添加剤もタバコ組成物に導入することができる。タバコ材料内に導入できる追加の型の添
加剤または反応物は、参照により本明細書に組み込まれているＰｅｒｆｅｔｔｉらの米国
特許出願公開第２００４／０２５０８２１号明細書に記載されている。
【００９２】
　したがって、本発明は、無煙タバコ製品で使用するためのタバコ材料を調製するための
多様な方法を提供する。詳細には、本発明の方法は、無煙タバコ製品の官能特性の貯蔵安
定性を改良するために適合化された仕方でタバコを熱処理するステップおよびタバコのｐ
Ｈを調整するステップを含む。本発明の一方法では、所望の形態のタバコ材料（例えば、
シュレッド形態または粒子状形態）が提供される。タバコ材料は、多様なタバコ葉材料（
例えば、フルーキュアード葉、オリエンタル葉など）および多様な茎材料（例えば、ルス
チカ茎、Ｋｕｒｎｏｏｌ茎、Ｉｎｄｉａｎ　Ｓｕｎ－Ｃｕｒｅｄ茎など）のブレンドなど
多様なタバコの型のブレンドを含むことができる。タバコ材料のブレンドは、通常、タバ
コ材料の全重量に対して約５から約１５重量％（例えば、約１０－１２重量％）など低水
分レベルで提供される。
【００９３】
　タバコ材料は、好ましくは、塩材料と合わせられ、塩材料は、好ましくは、水溶液の形
態である。一実施形態では、塩化ナトリウム水溶液は、タバコ材料に添加され、生成混合
物は、通常、約３０から約５０重量％、しばしば、約３０から約４０重量％（例えば、３
５重量％）の水分含量を有する。所望であれば、タバコ材料は、塩化ナトリウムまたは他
の塩材料を添加することによってタバコ材料と塩溶液が完全に混合するのを助けつつ、加
熱することができる。例えば、加熱は、タバコ材料を少なくとも約６０℃、通常約６０℃
から約６５℃の温度まで加熱するステップを含むことができる。
【００９４】
　次いで、場合による塩成分を含む湿潤タバコ材料は、熱処理ステップにかけられ、この
ステップは、上記と同様にタバコを低温殺菌するのに十分な時間および温度でタバコ材料
を加熱するステップを含む。例示的な加熱温度として、約８５℃から約１００℃など約８
５℃以上、より通常には約９０℃から約９５℃の温度が挙げられる。低温殺菌温度への曝
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露時間は、種々変えることができるが、通常、約１時間から約３時間など少なくとも約１
時間である。一実施形態では、タバコの加熱は、タバコ材料を保持するミキサーのジャケ
ット温度を上げることおよびタバコ材料内への蒸気の直接注入の双方によって実施される
。蒸気注入はまた、通常、加熱ステップ中のタバコの水分含量の増加ももたらす。通常、
タバコ材料の水分含量は、加熱ステップ中、基本的に一定の水分レベルに保持され、また
は約３０から約４０重量％（例えば、約３５重量％）など少なくとも約３０重量％のレベ
ルまでわずかに上昇する。換言すれば、タバコは、加熱ステップ中、比較的湿潤な条件下
に保持される。
【００９５】
　熱処理ステップに続いて、タバコ材料は、通常、材料のｐＨを上昇させる意図で塩基を
添加する前に冷却される。タバコ材料の温度は、通常、約６０℃から約６５℃まで低下す
る。次いで、塩基は、タバコ材料に添加され、タバコ材料と完全に混合される。塩基は、
タバコ材料のｐＨをアルカリｐＨ範囲（例えば、約９から約１０）に上昇させることがで
きる任意の材料であってよい。例示的な塩基として、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金
属炭酸塩、アルカリ金属重炭酸塩、およびそれらの混合物が挙げられる。使用できる特定
の塩基材料として、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、重炭酸ナトリウム、重炭酸カリウム
、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、およびそれらの混合物が挙げられる。
【００９６】
　塩基は、通常、水溶液の形態で添加され、塩基添加ステップは、通常、タバコ材料の水
分含量の増加をもたらす。一実施形態では、十分な塩基をタバコ材料に添加することによ
って、タバコ材料のｐＨが、約８．７から約１０のｐＨなど少なくとも約８．７になる。
最終の水分含量は、しばしば、約４０から約５５重量％、多くの場合、約４５から約５０
重量％である。
【００９７】
　塩基および水の添加に続いて、湿潤でｐＨ調整された生成タバコ材料は、少なくとも約
５５℃の温度など高温で、しばしば、約５５℃から約９５℃の範囲の温度で、よりしばし
ば、約６５℃から約７５℃で加熱される。この加熱ステップ中、タバコ材料の水分レベル
は、比較的一定に保持され、またはわずかに上昇することによってタバコ材料と塩基との
連続反応が促進される。タバコ材料の水分レベルは、好ましくは、少なくとも約４０重量
％、通常、約４０から約５５重量％、しばしば、約４５から約５０重量％に保持される。
このステップ中に水分が大幅に損失するのを防止するために、タバコ材料を含む混合入れ
物は、通常、大気と通風しない。ただし、塩基がタバコ材料中の酸性材料と反応して形成
されるアンモニアを除去するために、ミキサーのヘッド空間からろ過空気の小さい流れを
通過させることができる。
【００９８】
　塩基添加に続く加熱ステップは、通常、少なくとも約１時間続き、しばしば、約１時間
から約３時間続く。このステップの間、ｐＨを約８．０から約８．５（例えば、約８．１
、約８．２、約８．３、約８．４または約８．５）など約８．５未満に下げることが好ま
しい。通常、この加熱ステップ中、タバコの水分および温度レベルを監視および制御する
ことによって、塩基が湿潤タバコ中の酸性材料との反応を続ける場合に、ｐＨ減少の有利
な速度を保持することが可能である。一実施形態では、ｐＨ減少速度は、時間当たり約０
．０５から約０．１５ｐＨ単位、より通常には、時間当たり約０．０８から約０．１０ｐ
Ｈ単位（例えば、時間当たり約０．０９ｐＨ単位）に保持される。
【００９９】
　上記の加熱ステップに続いて、水蒸気が除去されるように混合入れ物に通気しつつ、湿
潤タバコ材料は、タバコ材料を連続的に加熱することによって乾燥される。このステップ
は、通常、少なくとも約３５℃など穏やかな高温で、多くの場合、約３５℃から約７０℃
の温度、よりしばしば、約５５℃から約６５℃でタバコ材料を加熱するステップを含む。
乾燥ステップの長さは、種々変えることができるが、通常、約２０から約２４時間である
。乾燥後のタバコ材料の最終水分含量は、しばしば、約２５重量％から約３５重量％など
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約３５重量％未満、多くの場合、約２５から約３０重量％である。乾燥ステップ中に材料
のｐＨを約７．６から約８．２の範囲に保持することが有利である。
【０１００】
　代替の方法では、タバコ材料は、最初、大過剰の水と混合することによって比較的高い
水分含量を有する混合物を形成し、その混合物は、熱処理をする前にスラリーであること
を特徴とすることができる。スラリーは、通常、少なくとも約７５重量％の水、しばしば
、少なくとも約８０重量％の水を含む。一実施形態では、タバコ材料のスラリーは、約７
５から約９５重量％の水を含む。場合によって、スラリーは、塩化ナトリウム水溶液など
の塩材料と混合される。塩材料は、通常、タバコ材料の乾燥重量に対して約１から約８重
量％（例えば、約１から約３重量％）の量でタバコ材料中に添加される。
【０１０１】
　塩材料の場合による添加に続いて、スラリーは、タバコ材料を低温殺菌するために加熱
される。加熱ステップは、通常、タバコ材料のスラリーを、約６０℃から約１００℃の温
度など少なくとも約６０℃の温度、よりしばしば、約７０℃から約９０℃（例えば、約７
５℃）まで加熱するステップを含む。加熱の時間は、種々変えることができるが、通常、
約３０分から約１時間など少なくとも約３０分である。
【０１０２】
　加熱ステップに続いて、通常、スラリーがまだ高温であるときに、塩基材料が添加され
る。上述されたように、塩基材料は、通常、水溶液の形態であり、塩基は、上述されたよ
うな材料など任意の塩基性材料であってよい。一実施形態では、塩基は、タバコ材料の乾
燥重量に対して約３から約１１重量％の量で添加される。十分な塩基を添加することによ
ってスラリーのｐＨを少なくとも約８．５などのアルカリ性ｐＨ範囲、通常、少なくとも
約９．０まで上昇させる。塩基添加後のスラリーに対する例示的なｐＨ範囲は、約８．５
から約１１、より多くの場合、約９から約１０である。塩基添加後に、スラリーは、攪拌
され、スラリーのｐＨを少なくとも約０．５ｐＨ単位下げるのに十分な時間、少なくとも
約６０℃の温度など高温まで加熱される。加熱の時間は、通常、少なくとも約１．５時間
であり、例えば、約１．５時間から約３．０時間の範囲である。加熱ステップの温度は、
通常、約７０℃から約９５℃の範囲である。この加熱ステップ後のスラリーの最終ｐＨは
、約８．０から約８．５の範囲（例えば、約８．１、約８．２、約８．３、約８．４また
は約８．５）である。操作についてのいかなる特定の理論にも拘泥しないが、水性スラリ
ーの形態にあるときに、タバコ材料のｐＨを調整すると、タバコ内の酸性材料と添加塩基
との間により大きな相互作用がもたらされ、それによって最終の無煙タバコ製品のｐＨの
貯蔵安定性が増大すると考えられる。
【０１０３】
　そうした後、スラリーは、約３５℃未満の温度など周囲温度まで冷却することができる
。所望であれば、冷却中または冷却後に、グリセリン、プロピレングリコールまたは糖ア
ルコール（例えば、マルチトールシロップ）などの保湿剤を添加することができる。次い
で、タバコ材料は乾燥される。一実施形態では、乾燥ステップは、ベルト（例えば、ステ
ンレス鋼ベルト）上にスラリーを流し込むステップおよび約８５℃から約２８５℃の温度
で運転される乾燥ゾーン内にタバコを通過させるステップを含んでいた。乾燥ゾーンにお
けるタバコ材料の典型的な滞留時間は、約２から約５分である。あるいは、乾燥ゾーンま
たはトンネル内のベルト速度は、約２５から約５５フィート／分であってもよい。乾燥タ
バコ材料の最終水分含量は、通常、約５から約１５重量％、しばしば、約１０から約１２
重量％である。タバコ材料の乾燥技法は、例えばＣｌａｐｐらの米国特許第４９４１４８
４号明細書、Ｆａｇｇらの同第５００５５９３号明細書、およびＦａｇｇの同第５，２３
４，００８号明細書に記載されており、これらは、参照により本明細書に組み込まれてい
る。
【０１０４】
　高水分含量を有するタバコ混合物熱処理方法の別の例では、無煙タバコ配合物は、Ｂｒ
ｉｎｋｌｅｙの米国特許第５１５９９４２号明細書および同第５４４５１６９号明細書に
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記載のような紙方法再構成タバコ用のものに類似の仕方で処理されたタバコを使用して調
製される。この方法では、タバコは、高温で水性抽出にかけられてタバコ材料が固体部分
とエキス部分に分離され、エキス部分は、通常、固体含量が比較的小さい（例えば、約３
－６％の固体）。抽出の時間および温度は、種々変えることができるが、通常、温度は、
約６０℃から約１００℃の温度など少なくとも約６０℃、よりしばしば、約７０℃から約
９０℃（例えば、約７５℃）であり、時間は、通常、約３０分から約１．５時間である。
タバコ材料を抽出するのに使用される水溶液は、通常、タバコの重量に対して、約３から
約８重量％の塩（例えば、塩化ナトリウム）および約１から約５重量％の塩基（例えば、
水酸化ナトリウム）などの塩および塩基材料を含む。次いで、エキスは、好ましくは、冷
却され（例えば、約６５℃まで冷却される）、塩基の添加によって場合によって中和され
る（例えば、タバコの重量に対して約３．５％の水酸化ナトリウムおよび約３．５％の炭
酸カリウム）。中和ステップに続いて、エキスのｐＨは、約９．０－９．５から約８．０
－８．５まで変化することができる。その後、エキスは、例えば、真空蒸発を介して濃縮
することによって約３０－３５％の固体など比較的高い固体含量を有する濃縮エキスを形
成することができる。蒸発後、濃縮エキスは、保湿剤と場合によって混合され（例えば、
グリセリン約６％）、次いで、抽出された固体部分に再度添加される。生成タバコ材料は
、乾燥することによって約１０から約１２％の水分までなど水分含量を低減することがで
きる。乾燥ステップは、例えば、約８５℃から約１００℃の温度の強制空気オーブンを使
用して実施することができる。
【０１０５】
　上述の熱処理方法のいずれを使用しても、タバコ材料は、タバコ内で塩基と酸性種との
相互作用を促進するのに十分な時間、湿潤環境で塩基材料と密接に混合される。タバコと
塩基との間の接触が十分に行われるまでは、タバコを大幅に乾燥することは抑制される。
結果として、上述の方法は、こうした方法に従って処理されたタバコ材料を使用して形成
された無煙タバコ製品の官能特性のより高い貯蔵安定性をもたらすと考えられ、特に、最
終製品のより高いｐＨ貯蔵安定性は、本発明の方法を使用して実現できると考えられる。
【０１０６】
　上述の方法の任意のものに続いて、生成タバコ材料は、甘味料を含めての追加の風味料
と混合することができる。多様な風味料および水は、タバコ材料が製品に対して所望の最
終水分範囲を示すように、風味および水分含量を調整するのに必要なものとして添加する
ことができるが、ただし、所望の最終水分範囲は、上述のように、種々変えることができ
る。一実施形態では、タバコ組成物の水分含量は、このステップで少なくとも約２５重量
％まで上げられる。
【０１０７】
　所望であれば、本発明の無煙タバコ製品で使用されるタバコ材料の全部または一部分は
、焙煎することによって生成した製品の官能特性を風味的に変えることができる。典型的
な焙煎プロセスは、上述の熱処理方法の前または後に行うことができ、約１から約３時間
という期間などタバコ材料を焙煎するのに十分な時間、高温で（約８０℃から約３００℃
）比較的乾燥したタバコ材料（例えば、約５から約２０重量％の水分含量を有する）を加
熱するステップを含む。タバコは、加熱中にＭａｉｌｌａｒｄ反応を促進するために、加
熱前に塩基および／または糖類（例えば、グルコース、フルクトース、スクロース、高フ
ルクトースコーンシロップ、カラメル、ラムノースまたはそれらの混合物）または糖アル
コール（例えば、マルチトール、マンニトール、キシリトール、ソルビトールまたはそれ
らの混合物）と混合することができる。例示的な焙煎条件は、例えば、参照により本明細
書に組み込まれているＷｈｉｔｅの米国特許第４５３４３７２号明細書およびＷｈｉｔｅ
らの同第４５９６２５９号明細書中に記載されている。
【０１０８】
　タバコ製品を製造するために使用されるタバコはまた、本明細書で議論されたマイクロ
カプセル中で使用できる任意の添加剤のカプセル化されない量を含めて、他の材料または
成分とともに加工、ブレンド、調合、組合せおよび混合することができる。例えば、タバ
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コ組成物は、塩、甘味料、結合剤、着色剤、ｐＨ調整剤、充填剤、口腔ケア添加剤、風味
料、崩壊助剤、酸化防止剤、保湿剤、および保存剤を組み込むことができる。例えば、そ
れぞれが参照により本明細書に組み込まれているＨｏｌｔｏｎらの米国特許出願第１１／
２３３３９９号明細書およびＨｏｌｔｏｎらの同第１１／３５１９１９号明細書に記載さ
れているような代表的な成分、成分の組合せ、タバコに対する成分と構成分の相対量、お
よびこうした成分を用いるための仕方と方法を参照されたい。
【０１０９】
　マイクロカプセルの中心領域内の添加剤の量を含めて、タバコ配合物内の多様な成分の
相対量は、種々変えることができる。本明細書で示された量は、それぞれの型の添加剤の
全量であり、カプセル化成分（またはそうでなければ分離形態）と非カプセル化成分の双
方を表すことができる。換言すれば、本発明の無煙タバコ製品は、マイクロカプセル化ま
たはそうでなければ分離された添加剤の形態のみで、非カプセル化添加剤の形態のみで、
またはカプセル化添加剤と非カプセル化添加剤の混合物の形態で、任意で多様な量の添加
剤を含むことができる。
【０１１０】
　甘味料は、最も好ましくは、タバコ配合物に所望の風味属性を提供するのに十分な量で
用いられる。存在する場合、甘味料の代表的な量は、人工甘味料および／または天然糖類
であっても、配合物の全乾燥重量に対して少なくとも約１％から少なくとも約３％を占め
ることができる。好ましくは、配合物内の甘味料の量は、配合物の全乾燥重量に対して約
４０％を超えず、しばしば、約３５％を超えず、多くの場合、約３０％を超えない。
【０１１１】
　粒子状タバコまたはタバコエキスなどタバコ含有マイクロカプセル化（またはそうでな
ければ分離された）添加剤は、好ましくは、タバコ配合物に所望の風味属性を提供するの
に十分な量で存在する。タバコ含有マイクロカプセル化添加剤は、配合物の全乾燥重量の
、しばしば、少なくとも約５％の量で存在し、より通常には、少なくとも約１０％の量で
存在する。タバコ含有マイクロカプセル化添加剤の量は、配合物の全乾燥重量の、通常、
約５０重量％未満、しばしば、約４０重量％未満、多くの場合、約３０重量％未満である
。
【０１１２】
　マイクロカプセル化された（またはそうでなければ分離された）水を含む本発明の実施
形態では、通常、配合物の全重量に対して少なくとも約１０％、通常、少なくとも約１５
％、しばしば、少なくとも約２０％のマイクロカプセル化形態の水の量が含まれる。マイ
クロカプセル化された水の量は、通常、約３５％未満、しばしば、約３０％未満、多くの
場合、約２５％未満である。
【０１１３】
　ハーブまたは植物源に由来する添加剤は、好ましくは、タバコ配合物に所望の機能属性
を提供するのに十分な量で用いられ、その量は、所望の機能およびハーブまたは植物源の
型に応じて変わる。存在する場合、添加剤の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少なく
とも約１％から少なくとも約３％である。好ましくは、配合物内の添加剤の量は、配合物
の全乾燥重量の約４０％を超えず、しばしば、約３５％を超えず、多くの場合、約３０％
を超えない。
【０１１４】
　結合剤は、タバコ配合物に所望の物理属性および物理的一体性を提供するのに十分な量
で用いることができる。存在する場合、結合剤の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少
なくとも約１％から少なくとも約３％を占めることができる。好ましくは、配合物内の結
合剤の量は、配合物の全乾燥重量の約２０％を超えない。所望の配合物内の結合剤の量は
、しばしば、配合物の全乾燥重量の約１５％を超えず、多くの場合、約１０％を超えない
。
【０１１５】
　崩壊助剤は、例えば、配合物が水と接触した際に物理的一体性の喪失および多様な成分



(32) JP 6518030 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

材料の分散性を提供することによって（例えば、水と接触した際に膨張することによって
）などタバコ配合物の所望の物理属性の制御を提供するのに十分な量で用いることができ
る。存在する場合、崩壊助剤の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％か
ら少なくとも約１０％を占めることができる。好ましくは、配合物内の崩壊助剤の量は、
配合物の全乾燥重量の約５０％を超えず、多くの場合、約３０％を超えない。
【０１１６】
　着色剤は、タバコ配合物に所望の目視属性を提供するのに十分な量で用いることができ
る。存在する場合、着色剤の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％から
少なくとも約３％を占めることができる。好ましくは、配合物内の着色剤の量は、配合物
の全乾燥重量の約３０％を超えず、多くの場合、約１０％を超えない。
【０１１７】
　充填剤は、好ましくは、タバコ配合物に所望の物理属性および官能属性の制御を提供す
るのに十分な量で用いられる。存在する場合、充填剤の代表的な量は、有機および／また
は無機充填剤のいずれであっても、配合物の全乾燥重量の少なくとも約５％から少なくと
も約１５％を占めることができる。好ましくは、配合物内の充填剤の量は、配合物の全乾
燥重量の約６０％を超えず、多くの場合、約４０％を超えない。
【０１１８】
　緩衝剤またはｐＨ調整剤は、タバコ配合物で用いることができる。存在する場合、緩衝
剤またはｐＨ調整剤の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％から少なく
とも約３％を占めることができる。好ましくは、配合物内の緩衝剤またはｐＨ調整剤の量
は、配合物の全乾燥重量の約１０％を超えず、多くの場合、約５％を超えない。
【０１１９】
　非甘味料の風味料は、好ましくは、タバコ配合物に所望の官能属性を提供するのに十分
な量で用いられる。存在する場合、風味料（例えば、バニリン）の代表的な量は、配合物
の全乾燥重量の少なくとも約１％から少なくとも約３％を占めることができる。好ましく
は、風味成分の量は、配合物の全乾燥重量の約１５％を超えず、多くの場合、約５％を超
えない。
【０１２０】
　塩は、タバコ配合物に所望の官能属性を提供するのに十分な量で用いることができる。
存在する場合、塩の代表的な量は、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％から少なくと
も約３％を占めることができる。好ましくは、配合物内の塩の量は、配合物の全乾燥重量
の約１０％を超えず、多くの場合、約５％を超えない。
【０１２１】
　酸化防止剤は、タバコ配合物で用いることができる。存在する場合、酸化防止剤の代表
的な量は、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％から少なくとも約３％を占めることが
できる。好ましくは、配合物内の酸化防止剤の量は、配合物の全乾燥重量の約２５％を超
えず、多くの場合、約１０％を超えない。
【０１２２】
　保存剤は、タバコ配合物で用いることができる。存在する場合、保存剤の代表的な量は
、配合物の全乾燥重量の少なくとも約０．１％から少なくとも約１％を占めることができ
る。配合物内の保存剤の量は、通常、配合物の全乾燥重量の約５％を超えず、多くの場合
、約３％を超えない。
【０１２３】
　タバコ配合物は、歯の崩壊または喪失を防止する、ガム疾患を防止する、歯痛を治療す
る、歯を白くするまたはそうでなければ歯のしみを防止する、唾液刺激を引き起こす、息
の悪臭を防止する、息を新鮮にするなどの能力を提供する少なくとも１つの口腔ケア成分
（またはかかる成分の混合物）を組み込むことができる。例えば、タイム油、ユーカリ油
および亜鉛などの成分（例えば、Ｄｉｓｃｕｓ　ＤｅｎｔａｌからのＺＹＴＥＸ（登録商
標）として市販されている配合物の成分など）の有効量を配合物内に組み込むことができ
る。タバコ含有配合物内に所望の有効量で組み込むことができる他の例示的な成分として
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、Ｔａｋａｈａｓｈｉら、Ｏｒａｌ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｉｍｍｕｎｏ
ｌｏｇｙ、１９（１）、６１－６４頁（２００４）；Ｔｈｉｓｔｌｅの米国特許第６０８
３５２７号明細書；ならびにＪａｋｕｂｏｗｓｋｉの米国特許出願公開第２００６／０２
１０４８８号明細書およびＣｕｍｍｉｎｓらの同第２００６／０２２２８３０８号明細書
に記載の各種の口腔ケア組成物内に組み込まれたものを挙げることができる。タバコ含有
配合物の他の例示的な成分として、ＲｏｑｕｅｔｔｅからＭＡＬＴＩＳＯＲＢ（登録商標
）としておよびＮａｔｒａＲｘからＤＥＮＴＩＺＹＭＥ（登録商標）として市販されてい
る配合物中に含まれたものが挙げられる。存在する場合、口腔ケア添加剤の代表的な量は
、配合物の全乾燥重量の少なくとも約１％、しばしば、少なくとも約３％、多くの場合、
少なくとも約５％である。配合物内の口腔ケア添加剤の量は、通常、配合物の全乾燥重量
の約３０％を超えず、しばしば、約２５％を超えず、多くの場合、約２０％を超えない。
【０１２４】
　代表的なタバコ配合物は、タバコ配合物の全乾燥重量に対して約２５から約６０％のタ
バコ、約１から約５％の人工甘味料、約１から約５％の着色料、約１０から約６０％の有
機および／または無機充填剤、約５から約２０％の崩壊助剤、約１から約５％の結合剤、
約１から約５％のｐＨ調整剤／緩衝剤、最大約１０％の量の風味成分、最大約２％の量の
保存剤、および最大約５％の量の塩を組み込むことができる。特定の％および成分の選定
は、所望の風味、組織および他の特性に応じて種々変わる。
【０１２５】
　タバコ配合物の多様な成分を合わせる仕方は、種々変えることができる。配合物の多様
な成分は、コニカル型ブレンダ、混合ドラム、リボンブレンダなどによって、一緒に接触
させ、合わせ、または混合させることができる。したがって、多様な成分と粉末状タバコ
成分の全体の混合物は、本質的に比較的均一にすることができる。例えば、それぞれが参
照により本明細書に組み込まれているＳｏｌｏｍｏｎらの米国特許第４１４８３２５号明
細書、Ｋｏｒｔｅらの同第６５１０８５５号明細書およびＷｉｌｌｉａｍｓの同第６８３
４６５４号明細書に記載の各種の方法も参照されたい。スヌース型のタバコ配合物を調合
するための仕方および方法は、スヌースタバコ製品の製造の当業者には明らかである。
【０１２６】
　タバコ組成物は、最も好ましくは、添付の図面を参照して説明されたスヌース型の製品
に特徴的である形態で提供されるが、タバコ組成物はまた、ルースなウェットスナッフ、
ルースなドライスナッフ、噛みタバコ、ペレット化タバコピース、押出タバコストリップ
もしくはピース、微粉砕粉末、粉末ピースおよび成分の微粉砕もしくは粉砕造粒物、フレ
ーク状ピース（例えば、流動床でタバコ配合物成分を造粒することによって形成できるも
の）、成形加工タバコピース（例えば、概略、コイン、シリンダー、豆、立方体などの形
状で形成される）、タバコ含有ガムのピース、タバコピースおよび／またはタバコエキス
と合わせた食用材料の混合物を組み込んだ製品、非食用の固体基材によって支持されたタ
バコ（例えば、タバコエキスの形態で）を組み込んだ製品などの形態も有することができ
る。例えば、タバコ組成物は、圧縮タバコペレット、多層押出ピース、押出もしくは形成
ロッドもしくはスティック、多様な型のタバコ配合物によって囲まれた１つの型のタバコ
配合物を有する組成物、テープ状フィルムのロール、水に溶け易いもしくは水に分散し易
いフィルムもしくはストリップ（例えば、Ｃｈａｎらの米国特許出願公開第２００６／０
１９８８７３号明細書を参照されたい）、または外殻を有するカプセル状材料（例えば、
本質的に透明、無色、半透明または高濃度の着色であり得るしなやかなもしくは硬い外殻
）と内部領域所有タバコもしくはタバコ風味（例えば、ある種の形態のタバコを組み込ん
だニュートン流体もしくはチキソトロピック流体）の形態を有することができる。
【０１２７】
　圧縮タバコペレットなど加工タバコ組成物は、顆粒タバコおよび関連した配合物成分を
圧密すること、ペレットの形態のこうした成分を圧密すること、および場合によって被覆
材料を用いてそれぞれのペレットをコートすることによって製造することができる。例示
的な顆粒装置は、Ｖｅｃｔｏｒ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＦＬ－Ｍ　Ｓｅｒｉｅｓ顆
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粒装置（例えば、ＦＬ－Ｍ－３）として、およびＡｌｅｘａｎｄｅｒｗｅｒｋ，Ｉｎｃ．
からＷＰ　１２０ＶおよびＷＰ　２００ＶＮとして市販されている。圧密プレスなど例示
的な圧密装置は、Ｖｅｃｔｏｒ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからＣｏｌｔｏｎ　２２１６お
よびＣｏｌｔｏｎ　２２４７として、ならびにＦｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｃｔｉｎｇから１
２００ｉ、２２００ｉ、３２００、２０９０、３０９０および４０９０として市販されて
いる。圧密ペレット化タバコ配合物に対する外側のコーティング層を提供するための装置
は、Ｔｈｏｍａｓ　ＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇからＣｏｍｐｕＬａｂ　２４、ＣｏｍｐｕＬ
ａｂ　３６、Ａｃｃｅｌａ－Ｃｏｔａ　４８およびＡｃｃｅｌａ－Ｃｏｔａ　６０として
市販されている。
【０１２８】
　多層タバコペレットなど加工タバコ組成物は、多様な押出技法を使用して製造すること
ができる。例えば、多層タバコペレットは、共押出技法を使用して（例えば、２軸押出機
を使用して）製造することができる。かかる場合では、湿潤もしくは乾燥成分または成分
の混合物を別々の押出ホッパー内に順次投入することができる。蒸気、ガス（例えば、ア
ンモニア、空気、二酸化炭素など）および保湿剤（例えば、グリセリンまたはプロピレン
グリコール）は、それぞれの乾燥ミックスを推進、可塑化および加工させながら、押出機
槽内に注入することができる。したがって、多様な成分を処理することによって相互に十
分混合、したがって完全に接触させる。例えば、成分の接触は、個々の成分が押出マトリ
ックスまたは押出物中に十分埋め込まれている程度に十分である。例えば、参照により本
明細書に組み込まれているＴｏｆｔらの米国特許第４８２１７４９号明細書を参照された
い。多層材料は、フィルムの一般形態を有することができ、あるいは、多層の概略球状の
材料は、内側から外側に延伸する多様な層を有することができる。
【０１２９】
　ある種のタバコ組成物は、その主要成分としてタバコを組み込むことができる。好まし
くは、こうした組成物は、その使用者の口内に実質的にはいかなる残渣も残さない。好ま
しくは、こうした組成物は、つるつるしたまたはねばねばした感覚（例えば、過度に高レ
ベルの結合剤のため）を使用者の口にもたらさない。タバコ材料は、タバコ材料内の天然
ペクチンが放出できるように、加工中に、ｐＨ調整剤または他の適切な試剤で処理するこ
とができる。放出された天然のタバコペクチンは、シートまたはフィルムの引張り強度の
所望の性質を助けるのに必要な、追加のガム／ヒドロコロイド、セルロース誘導型または
デンプン系結合剤の量を低減させるように作用することができる。例えば、ペクチンを放
出させるために、タバコ微粉は、周囲より高い温度でｐＨ調整アルカリ溶液で加工される
。かかる処理はまた、タバコ材料に所望の官能属性を提供することもできる。例えば、参
照により本明細書に組み込まれているＹｏｕｎｇらの米国特許第５０９９８６４号明細書
；Ｙｏｕｎｇらの同第５３３９８３８号明細書；およびＹｏｕｎｇらの同第５５０１２３
７号明細書を参照されたい。
【０１３０】
　１つの代表的な型のタバコ配合物は、タバコ配合物中に外殻および内部領域を有する。
代表的な外殻は、水中におけるアルギン酸塩（例えば、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓ
ｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｒｐ．からＫｅｌｖｉｓ、Ｋｅｌｇｉｎおよ
びＭａｎｎｕｃｏｌとして市販されているアルギン酸ナトリウム）、米デンプン、スクラ
ロース、グリセリンおよび風味料（例えば、ミント風味料）の液体混合物を提供して約２
０，０００から約２５，０００センチポイズの２５℃におけるブルックフィールド粘度を
示す液体ミックスを提供することによって提供することができる。粘性混合物を使用する
ことによって外層に形成することができる（例えば、それぞれがＩｍｐｅｒｉａ　Ｔｒａ
ｄｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されているＶｉｌｌａｗａｒｅ　Ｉｍｐｅｒｉａ　Ｐ
ａｓｔａ　Ｍａｃｈｉｎｅ、Ｉｍｐｅｒｉａ　１５０－２５用のＶｉｌｌａｗａｒｅ　Ｒ
ａｖｉｏｌｉ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔを備えたＤｏｕｇｈ　Ｒｏｌｌｅｒ　１５０を使用
して）シート、または合わせて外層を形成できる（例えば、熱に曝露することによって）
半円殻を形成することができる。通常、かかる粘性混合物は、約１時間約６０℃で加熱す
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ることによって適切に乾燥させることができる。この外殻の内側に、多様なタバコ配合物
を組み込むことができる。そのようなものの内部領域として使用される１つの代表的なタ
バコ配合物は、風味料、保湿剤、充填剤、ｐＨ調整剤、分散助剤など他の成分と混合でき
る顆粒化もしくは粉砕タバコ材料の乾燥もしくは湿潤混合物である。
【０１３１】
　１つの代表的なタバコ配合物は、ゲルまたはソフトゲルの形態を有する。このタバコ配
合物は、配合物の水分含量が約４０から５０重量％になるように、水中で顆粒化もしくは
粉砕タバコ材料、カッパ－カラギーナン、ケルビス型アルギン酸ナトリウム、プロピレン
グリコールおよび風味料（例えば、メントールおよびシナモン）を混合することによって
提供することができる。
【０１３２】
　１つの代表的なタバコ配合物は、流体の形態を有する。このタバコ配合物は、配合物の
水分含量が約６０から７０重量％になるように、水中で顆粒化もしくは粉砕タバコ材料、
グリセリン、プロピレングリコール、カッパ－カラギーナン、ＴＩＣ　ＧｕｍｓからＴｉ
ｃａｌｏｓｅ　１５００として市販されているカルボキシメチルセルロースおよび微晶質
セルロース（例えば、ＴＩＣ　ＧｕｍｓからのＴｉｃａｃｅｌＨＶ）を混合することによ
って提供することができる。
【０１３３】
　ある種の実施形態では、特に、タバコが、ペレットの形態または他の加工形態である場
合では、漂白または酸化剤を用いて無煙タバコ製品中のタバコ材料を処理することによっ
てタバコ材料の色を変えることが望ましい場合がある。一部の実施形態では、製品を使用
した後に使用者の口中に残るいかなる残渣も目に見えず、残渣と接触する恐れのある衣類
などの繊維材料にしみがつかないように、淡色までタバコを漂白することが望ましい場合
がある。例示的な漂白剤として過酸化水素、オゾンおよびアンモニアが挙げられる。漂白
剤を用いてタバコを処理するための方法は、例えば、すべてが参照により本明細書に組み
込まれているＤａｎｉｅｌｓ，Ｊｒ．の米国特許第７８７６１１号明細書、Ｏｅｌｅｎｈ
ｅｉｎｚの同第１０８６３０６号明細書、Ｄｅｌｌｉｎｇの同第１４３７０９５号明細書
、Ｒｏｓｅｎｈｏｃｈの同第１７５７４７７号明細書、Ｈａｗｋｉｎｓｏｎの同第２１２
２４２１号明細書、Ｂａｉｅｒの同第２１４８１４７号明細書、Ｂａｉｅｒの同第２１７
０１０７号明細書、Ｂａｉｅｒの同第２２７４６４９号明細書、Ｐｒａｔｓらの同第２７
７０２３９号明細書、Ｒｏｓｅｎの同第３６１２０６５号明細書、Ｒｏｓｅｎの同第３８
５１６５３号明細書、Ｒｏｓｅｎの同第３８８９６８９号明細書、Ｒａｉｎｅｒの同第４
１４３６６６号明細書、Ｃａｍｐｂｅｌｌの同第４１９４５１４号明細書、Ｒａｉｎｅｒ
らの同第４３６６８２４号明細書、Ｒａｉｎｅｒらの同第４３８８９３３号明細書、およ
びＳｃｈｍｅｋｅｌらの同第４６４１６６７号明細書、ならびにＧｉｏｌｖａｓの国際公
開第９６／３１２５５号で議論されている。
【０１３４】
　タバコ配合物を入れるのに使用されるパウチの型は、種々変えることができ、事実、あ
る種の実施形態では、パウチは、不必要である場合がある。例えば、個別の使用のための
大きさにすでになっているタバコペレットの形態または他の加工形態を有するタバコ配合
物は、パウチの形態の入れ物を必要としない場合がある。その代わりに、タバコ配合物の
ペレットまたは他の加工形態は、パウチを使用することによってタバコ配合物を分割して
個別使用の大きさにすることなく、外箱中に包装するだけでもよいと思われる。
【０１３５】
　無煙タバコ製品の製造に使用される型の適切なパケット、パウチまたは入れ物は、商標
「ｔａｂｏｋａ」、ＣａｔｃｈＤｒｙ、Ｅｔｔａｎ、Ｇｅｎｅｒａｌ、Ｇｒａｎｉｔ、Ｇ
ｏｔｅｂｏｒｇｓ　Ｒａｐｅ、Ｇｒｏｖｓｎｕｓ　Ｗｈｉｔｅ、Ｍｅｔｒｏｐｏｌ　Ｋａ
ｋｔｕｓ、Ｍｏｃｃａ　Ａｎｉｓ、Ｍｏｃｃａ　Ｍｉｎｔ、Ｍｏｃｃａ　Ｗｉｎｔｅｒｇ
ｒｅｅｎ、Ｋｉｃｋｓ、Ｐｒｏｂｅ、Ｐｒｉｎｃｅ、Ｓｋｒｕｆ、ＴｒｅＡｎｋｒａｒｅ
、Ｃａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ　Ｏｒｉｇｉｎａｌ、Ｃａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ　Ｆｒｏｓｔおよび
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Ｃａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ　Ｓｐｉｃｅで市販されている。タバコ配合物は、ある仕方で、お
よび従来のスヌース型の製品を製造するために使用される各種のコンポーネントを使用し
て、パウチに収容し、包装することができる。パウチまたはフリースは、ティーバッグの
作成に使用されるメッシュ状の型の材料に特性上類似とみなせる型の液体浸透性入れ物を
提供する。ゆるく詰められた顆粒状のタバコ配合物の成分は、パウチを通って使用者の口
内に容易に拡散する。
【０１３６】
　ある種の実施形態では、例示的なパウチは、使用者の使用中に、パウチからの分散また
は溶解が制御されるような仕方で、材料から製造することができる。かかるパウチは、メ
ッシュ、スクリーン、穴あき紙、浸透性生地などの形態を有することができる。例えば、
ライスペーパーのメッシュ形態または穴あきライスペーパーから製造されたパウチ材料は
、使用者の口で溶解することができる。結果として、パウチおよびタバコ配合物はそれぞ
れ、通常の使用条件中に、使用者の口内に完全に分散することができ、したがって、パウ
チおよびタバコ配合物は共に、使用者が摂取することができる。他の例示的なパウチ材料
は、水分散性フィルム形成材料（例えば、アルギン酸塩、カルボキシメチルセルロース、
キサンタンガム、プルランなどの結合剤）、および粉砕セルロース誘導体（例えば、微細
粒径木材パルプ）などの材料と組み合わせた材料を使用して製造することができる。好ま
しいパウチ材料は、水分散性であっても、水溶解性であってもよく、通常の使用条件下で
タバコ配合物内容物の大幅な量が、パウチの物理的一体性を喪失する前にパウチ材料から
浸透するように、設計および製造することができる。所望ならば、風味成分、崩壊助剤お
よび他の所望の成分を、パウチ材料内に組み込むまたは施用することができる。
【０１３７】
　スヌース型の製品およびそのコンポーネントの多様な成分の説明はまた、参照により本
明細書に組み込まれているＬｕｎｄｉｎらの米国特許出願公開第２００４／０１１８４２
２号明細書にも記載されている。例えば、それぞれが参照により本明細書に組み込まれて
いるＬｉｎｄｅｎの米国特許第４６０７４７９号明細書、Ｎｉｅｌｓｅｎの同第４６３１
８９９号明細書、Ｗｙｄｉｃｋらの同第５３４６７３４号明細書、およびＤｅｒｒの同第
６１６２５１６号明細書、ならびにＨａｎｓｓｏｎらの米国特許出願公開第２００５／０
０６１３３９号明細書も参照されたい。また、参照により本明細書に組み込まれているＫ
ｊｅｒｓｔａｄの米国特許第５１６７２４４号明細書に記載されているパウチ、およびパ
ウチ材料もしくはフリースの代表的な型も参照されたい。スヌース型の製品は、Ｔｈｏｍ
ａｓらの米国特許出願公開第２００７／００６８５４０号明細書に記載されている一般型
のカプセル挿入装置によって適切に改造できる、Ｍｅｒｚ　Ｖｅｒｐａｃｋｕｎｇｍａｓ
ｃｈｉｎｅｎ　ＧｍＢＨからのＳＢ　５１－１／Ｔ、ＳＢＬ　５０およびＳＢ　５３－２
／Ｔとして市販されているものなどの装置を使用して製造することができる。スヌースパ
ウチは、個別のパウチとして提供することができ、以上のパウチ（例えば、２、４、５、
１０、１２、１５、２０、２５または３０パウチ）は、単一パウチまたは個別の部分が、
パウチのワンピースストランドもしくはマトリックスから容易に取り出して使用すること
ができるように、一緒に接続もしくは連結（例えば、端部－端部方式で）することができ
る。
【０１３８】
　タバコ配合物を含むパウチは、好ましくは、シールパッケージ内の雰囲気条件が、改変
および／または制御されるように、しっかりとシールされ、適切な材料から構成された外
側入れ物内に包装される。つまり、シールパッケージは、水分おおび酸素などの組成物が
それを通って通過するのを防止する良好な障壁を提供することができる。加えて、シール
パッケージ内の雰囲気は、シール前にパッケージ内に選択されたガス種（例えば、窒素、
アルゴン、またはそれらの混合物）を導入することによってさらに改変することができる
。したがって、タバコ組成物が曝露される雰囲気条件は、調製、パッキング、貯蔵および
ハンドリングの条件中に制御される。
【０１３９】
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　本発明は、適宜パッケージされるタバコ製品のための、パッケージング条件および制御
雰囲気条件が提供されるように適切に修正される装置、材料、方法およびプロセスの使用
を含むことができる。パッケージング材料内の雰囲気は、多様な方式で改変することがで
きる。例えば、パッケージ内の大幅な量の雰囲気は、除去することができ（例えば、真空
パッケージング型の技法を使用することによって）、またはパッケージ内の雰囲気は、制
御された仕方で（例えば、ガスフラッシュ型の技法を使用することによって）変えること
ができる。改変雰囲気パッケージングおよび制御雰囲気パッケージングに伴う多様な技法
の代表的な態様は、参照により本明細書に組み込まれている「Ａｎａｌｙｓｉｓ　ａｎｄ
　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐｒｅｖｅｎｔａｔｉｖｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍｅａｓ
ｕｒｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ａｎｄ　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ／Ｅｌｉｍｉ
ｎａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ　Ｈａｚａｒｄｓ　ｏｎ　Ｆｒｅｓｈ　ａｎｄ
　Ｆｒｅｓｈ－Ｃｕｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔ、第ＶＩ章」；「Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｉｃａ
ｌ　Ｓａｆｅｔｙ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ａｎｄ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ａｔｍｏ
ｓｐｈｅｒｅ　Ｐａｃｋａｇｉｎｇ　ｏｆ　Ｆｒｅｓｈ　ａｎｄ　Ｆｒｅｓｈ－Ｃｕｔ　
Ｐｒｏｄｕｃｔ」；「Ｕ．Ｓ．Ｆｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄｒｕｇ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉ
ｏｎ，Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｆｏｏｄ　Ｓａｆｅｔｙ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｎｕ
ｔｒｉｔｉｏｎ（Ｓｅｐｔ．３０、２００１）」に記載されている。
【０１４０】
　本発明のパッケージタバコ製品内の制御または改変雰囲気は、種々変えることができる
。通常、タバコ製品が、制御または改変雰囲気を有するように、真空包装され、またはフ
ラッシュされる場合（例えば、シールパッケージ内の大気圧が、周囲の大気圧に対して正
の圧力であるような仕方で雰囲気が制御されていても）、パッケージ内の雰囲気条件は、
パッケージ内に存在する酸素の大幅な量、最も好ましくは、実質的に全部が、パッケージ
をシールする前に除去されるように制御される。つまり、シールされた外側のパッケージ
内に当初存在する制御雰囲気の約８％未満、しばしば、約６％未満が、酸素からなる。例
えば、パッケージがシールされる場合、パッケージ内に存在する雰囲気は、好ましくは、
シールパッケージ内に当初存在する制御雰囲気の重量に対して約５％未満の酸素、最も好
ましくは、約１％と約５％の間の酸素を有することができる。通常、タバコ製品が、ガス
種（例えば、選択されたガスまたはガスの混合物）でフラッシュされる場合、シールパッ
ケージ内の雰囲気の大幅な量、最も好ましくは、実質的に全部は、所望のガス種によって
提供される。例示的なガス種として、窒素、アルゴン、二酸化炭素など（例えば、約９９
重量％より高い純度である高純度ガス）が挙げられる。あるいは、タバコ製品に対する雰
囲気は、比較的高レベルの所望のガス種（例えば、酸素）を組み込むことによってタバコ
製品に対して「ガスショック」という効果を導入する（例えば、雰囲気中の比較的高レベ
ルの酸素は、酵素脱色の抑制、嫌気性発酵反応の防止、および好気性および嫌気性の微生
物成長の抑制のための「酸素ショック」の導入のために望ましい場合がある）。例えば、
その雰囲気中の酸素レベルが、約２５重量％超、しばしば、約３０重量％超になるような
酸素の量を含む制御雰囲気は、酸素ショックを導入するのに適した条件を提供することが
できる。
【０１４１】
　本明細書に記載のパッケージング方法に関連したプロセスステップを実施するのに有用
な代表的な装置は、Ｗｉｎｐａｋ　Ｌｔｄ．から（例えば、ＬＤ３２、Ｌ２５、Ｌ１８お
よびＬ１２として識別されるシステム）；Ｄｏｂｏｙ　Ｉｎｃ．からのＬｉｎｉｕｍ　３
００　Ｓｅｒｉｅｓ水平流動ラッピングシステムとして（例えば、Ｌｉｎｉｕｍ　Ｍｏｄ
ｅｌ番号３０１、３０２、３０３、３０４または３０５）；Ｈｉｔｅｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍ
ｓ　ｓ．ｒ．ｌ．から市販されているＨｉｗｒａｐ　５０４システムとして；およびＲｏ
ｖｅｍａ　Ｖｅｒｐａｃｋｕｎｇｍａｓｃｈｉｎｅｎ　ＧｍｂＨから市販されている各種
の型のシステムとして入手できる。好ましい装置は、ガスまたは水分がそれを通って通過
不可能であるシール（例えば、「気密」とみなしてもよいと思われるシール）を提供する
ラッピング材料を提供する。
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【０１４２】
　タバコ配合物を入れたパウチは、上述の気密性の外側パッケージで場合によってさらに
シールされていてもいなくてもよいが、最も外側のパッケージまたは入れ物として働くシ
ールハード入れ物内にパッケージすることができる。代表的なハード入れ物は、スヌース
型製品を販売するのに従来から使用される短くて、端の丸い、一般的に円筒状の入れ物で
ある。例えば、Ｂｊｏｒｋｈｏｌｍの国際公開第２００５／０１６０３６号に記載の各種
の型の代表的なスナッフ－ボックス型のデザインを参照されたい。適切に改造できる他の
型の入れ物は、Ｈｅｎｓｏｎらの米国特許第７０１４０３９号明細書に記載のプラスチッ
クまたは金属型の入れ物である。また、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙによるＣａｍｅｌ　Ｓｎｕｓ；Ｕ．Ｓ．Ｓｍｏｋｅｌｅｓｓ　Ｔｏｂａｃｃ
ｏ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによるＲｅｖｅｌ　Ｍｉｎｔ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐａｃｋｓ
型の無煙タバコ製品；Ｕ．Ｓ．Ｓｍｏｋｅｌｅｓｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏ．によるＳｋ
ｏａｌＤｒｙおよびＰｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓ　ＵＳＡによる「ｔａｂｏｋａ」の商業
販売に使用される各種の型のハード入れ物も参照されたい。所望であれば、「ｔａｂｏｋ
ａ」製品に使用される型の入れ物は、その入れ物が開閉できるためにスライド式チップリ
ッドを有するように（例えば、それは、入れ物の縦軸に平行にスライドする）適合化する
ことができる。所望であれば、入れ物は、アコーディオンまたはベロウ型のデザインを有
することができる；したがって、入れ物は、製造中に無煙タバコ製品を充填するために延
ばして開放することができ、次いで、入れ物の充填が終了した後に収縮させることができ
る。所望であれば、入れ物は、開放された入れ物が再度閉じられる場合、良好にシールさ
れるように、適切なシールまたはグロメットを備えることができる。
【０１４３】
　使用の際に、ハード入れ物は開かれ、外側のパッケージが開かれ、パウチがパッケージ
から取り出され、パウチが、消費者によって楽しまれる。ハード入れ物は手で再度閉じら
れ、所望の場合、追加のパウチが、消費者によってその入れ物から取り出される。
【０１４４】
　それぞれのシールされた外側のパッケージ内に組み込まれたタバコ配合物の量は、種々
変えることができる。一態様では、ルースなタバコ組成物は、外側のパッケージ内に組み
込むことができ、そのパッケージはシールされ、外側のパッケージが開かれると、そのル
ースなタバコは、ルーススナッフまたは噛みタバコとして使用することができる。別であ
るが、好ましい態様では、スヌース型のパウチまたはパケット内に入れられたタバコ組成
物は、外側のパッケージ内に組み込まれ、パッケージはシールされ、外側のパッケージが
開かれると、スヌース型の製品は、使用することができる。
【０１４５】
　通常、それぞれの個々の部分（例えば、それぞれのパウチ内）内のタバコ配合物の量は
、少なくとも約５０ｍｇ、しばしば、少なくとも約１５０ｍｇ、多くの場合、少なくとも
約２５０ｍｇの乾燥タバコ重量が存在し、約７００ｍｇ未満、しばしば、約５００ｍｇ未
満、多くの場合、約３００ｍｇ未満の乾燥タバコ重量が存在するようになっている。例え
ば、スヌース型の無煙タバコ製品は、いわゆる「ポーションスヌース」の形態を有するこ
とができる。典型的な実施形態では、それぞれのパウチ内タバコ配合物の量は、約１００
ｍｇと約４００ｍｇの間である。
【０１４６】
　１つの例示的なスヌース型製品は、約３５重量％の水分含量を有する約１ｇのタバコ配
合物を有する；そのタバコ配合物は、全体の長さが約３０ｍｍ、幅が約１６ｍｍ、高さが
約５ｍｍであるシールフリースパウチ中に収容され、そのパウチのコンパートメント区域
の長さは、そのパウチのそれぞれの端部におけるシールの幅が約２ｍｍであるために約２
６ｍｍである。別の例示的なスヌース型製品は、約３５重量％の水分含量を有する約０．
５ｇのタバコ配合物を有する；そのタバコ配合物は、全体の長さが約２６ｍｍ、幅が約１
２ｍｍ、高さが約５ｍｍであるシールフリースパウチ中に収容され、そのパウチのコンパ
ートメント区域の長さは、そのパウチのそれぞれの端部におけるシールの幅が約２ｍｍで
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あるために約２２ｍｍである。
【０１４７】
　スヌース型の製品およびそのコンポーネントの多様な成分、およびスヌース製品用のパ
ッケージング構造物の説明はまた、参照により本明細書に組み込まれているＬｕｎｄｉｎ
らの米国特許出願公開第２００４／０１１８４２２号明細書にも記載されている。また、
例えば、参照により本明細書に組み込まれているＬｉｎｄｅｎの米国特許第４６０７４７
９号明細書、Ｎｉｅｌｓｅｎの同第４６３１８９９号明細書、Ｗｙｄｉｃｋらの同第５３
４６７３４号明細書、およびＤｅｒｒの同第６１６２５１６号明細書；Ｈａｎｓｓｏｎら
の米国特許出願公開第２００５／００６１３３９号明細書、Ｗｉｎｔｅｒｓｏｎらの同第
２００７／００９５３５６号明細書、およびＨｏｌｔｏｎ，Ｊｒ．らの同第２００７／０
０６２５４９号明細書、；Ｓｗｅｅｎｅｙらの国際公開第２００７／０５７７８９号；Ｎ
ｅｉｄｌｅらの国際公開第２００７／０５７７９１号；ならびに双方が２００６年８月１
日出願のＭｕａらの米国特許出願第１１／４６１６３３号明細書、およびＲｏｂｉｎｓｏ
ｎらの同第１１／４６１６２８号明細書も参照されたい。また、参照により本明細書に組
み込まれているＫｊｅｒｓｔａｄの米国特許第５１６７２４４号明細書に記載の各種の型
のパウチも参照されたい。
【０１４８】
　本発明の製品は、従来の型の無煙タバコ製品がパッケージされ、貯蔵されるのと非常に
類似した仕方でパッケージし、貯蔵することができる。例えば、複数のパケットまたはパ
ウチは、円筒状入れ物に入れることができる。所望であれば、湿潤タバコ製品（例えば、
約２０重量％超の水分含量を有する製品）は、冷蔵することができる（例えば、約１０℃
未満、しばしば、約８℃未満、場合により、約５℃未満の温度で）。あるいは、比較的乾
燥したタバコ製品（例えば、約１５重量％未満の水分含量を有する製品）は、しばしば、
比較的広い範囲の温度下で貯蔵することができる。
【０１４９】
　以下の実施例は、本発明に伴うさらなる態様を例示するために提供されるが、その範囲
を限定するものとみなすべきではない。別段の指示がない限り、部数および％はすべて、
重量によるものとする。
【０１５０】
　実施例
【実施例１】
【０１５１】
　スヌース型の無煙タバコ製品として使用するのに適した湿潤タバコ製品は、以下の方式
で供給される。
【０１５２】
　多様な型のタバコ材料が合わせられる。数種の葉成分のプレブレンドが作成され、Ａｅ
ｒｏＦｌｅｘ　Ｍｏｄｅｌ　Ａｌ　１５フレキシブルスクリューコンベア（Ｖａｃ－Ｕ－
Ｍａｘ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｂｅｌｌｅｖｉｌｌｅ、ＮＪ）内に計量される。フレキシブル
スクリューフィーダーは、直径０．１２５インチの孔を備える凹面を利用したＦｉｔｚｍ
ｉｌｌ　Ｃｏｍｍｉｎｕｔｏｒハンマーミル（Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ、Ｅｌｍｈｕｒｓ
ｔ　ＩＬ）に直接排出する。次いで、粉砕された葉は、１８タイラーメッシュおよび６０
タイラーメッシュの２つの篩を備えたＲｏｔｅｘ　Ｍｏｄｅｌ　４４篩機（Ｒｏｔｅｘ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ、ＯＨ）に空気輸送される。１８メッシ
ュの篩を通過しない材料は、原料投入ホッパーに逆送され、さらに粉砕され、６０メッシ
ュを通過する材料は廃棄される。１８メッシュを通過し、６０メッシュ上に残る材料は、
コンテナに重力排出され、工程でさらに使用される。複数の茎画分（Ｒｕｓｔｉｃａ、Ｋ
ｕｒｎｏｏｌおよびＩｎｄｉａｎ　Ｓｕｎ　Ｃｕｒｅｄ）は、上述の同じ装置を使用して
、葉と同じ大きさまで別々に粉砕される。
【０１５３】
　各材料（葉、Ｉｎｄｉａｎ　Ｓｕｎ　Ｃｕｒｅｄ　Ｓｔｅｍ、Ｒｕｓｔｉｃａ　Ｓｔｅ
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ｍ、Ｋｕｒｎｏｏｌ　Ｓｔｅｍ）のある量は、Ｓｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に装入される。
ミキサー軸は、混合／ブレンドステップ中、最短で５分間７３ｒｐｍで回転する。タバコ
の水分は、１１．４３％（重量）、ｐＨは５．２３である。
【０１５４】
　タバコは、Ｓｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒの水ジャケット中に９７℃の加熱水を通すことによ
って加熱されて、第１の加湿水を施用する前に温度６５℃のタバコが得られる。ミキサー
シャフトの速度は、加熱ステップ中７３ｒｐｍである。
【０１５５】
　塩化ナトリウムおよび水は、Ｂｒｅｄｄｏ　Ｌｉｋｗｉｆｉｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　ＬＯＲ
ＷＷミキサー内に入れられ、最小時間３分で混合される。次いで、加湿水は、流速４ｇｐ
ｍでＡＲＯ空気作動ダイアフラムポンプを介してミキサー内にポンプ輸送される。加湿水
は、Ｓｐｒａｙｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｅｌ　１／２
　ＧＤ　ＳＳ－ｌ　６水圧アトマイジングノズルを介してＳｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に導
入される。ミキサー速度は、７３ｒｐｍであり、タバコ温度は、ミキサーの水ジャケット
に熱水または冷却水いずれかを施用することによってこのステップ中６５℃に制御される
。ミキサーを最短１０分間運転することによって第１の加湿水とタバコの適切な混合を確
実にする。このステップの終了時のタバコの水分は、３５．９５％であり、ｐＨは５．３
０である。
【０１５６】
　水ジャケットの温度設定点を８８℃まで上げることによって加熱相中の凝縮を最小にす
る。蒸気は、槽の各端部に付けられた２つのノズルを介してＳｃｏｔｔミキサー内に直接
注入される。蒸気を注入することによってタバコ温度を少なくとも９３℃に上げて維持し
、最短で６０分間この温度に保持する。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐｍであ
る。このステップの終了時のタバコの水分は、４０．２３％であり、ｐＨは５．２２であ
る。
【０１５７】
　低温殺菌が完了した後、タバコは、第２の加湿水を施用する前に６５℃まで冷却される
。冷却ステップは、蒸発冷却と対流冷却の双方によって実施される。ファンを利用してＳ
ｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に周囲温度のろ過済み室内空気を導入することによってタバコを
蒸発冷却し、温度３℃の冷却水を水ジャケットに導入することによってタバコをやはり冷
却する。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐｍである。
【０１５８】
　水および炭酸ナトリウムを含む第２の加湿溶液をＢｒｅｄｄｏ　Ｌｉｋｗｉｆｉｅｒ　
Ｍｏｄｅｌ　ＬＯＲＷＷミキサーに入れ、最短時間３分で混合する。次いで、加湿水は、
流速４ｇｐｍでＡＲＯ空気作動ダイアフラムポンプを介してミキサー内にポンプ輸送され
る。加湿水は、Ｓｐｒａｙｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｅ
ｌ　１／２　ＧＤ　ＳＳ－ｌ６水圧アトマイジングノズルを介してＳｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅ
ｒ内に導入される。ミキサー速度は、７３ｒｐｍであり、タバコ温度は、ミキサーの水ジ
ャケットに熱水または冷却水いずれかを施用することによってこのステップ中６５℃に制
御される。ミキサーを最短５分間運転することによって第２の加湿水とタバコの適切な混
合を確実にする。このステップの終了時のタバコの水分は、５１．６２％であり、ｐＨは
８．７２である。
【０１５９】
　第２の加湿水を添加した後、Ｓｃｏｔｔミキサーは、水ジャケットを使用して２時間一
定の温度７１℃に保持される。ろ過済み空気の小流をＳｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に通過さ
せることによって頂部空間をパージする。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐｍで
ある。このステップの終了時のタバコの水分は、４９．３６％であり、ｐＨは８．３４で
ある。
【０１６０】
　上述のステップが完了した後、５４℃の熱水を水ジャケット中に通過させ、ろ過済み空
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気をＳｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に通過させることによって、バッチは、２０時間一定温度
３８℃で乾燥される。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐｍである。このステップ
の終了時のタバコの水分は、３１．０８％であり、ｐＨは７．９０である。
【０１６１】
　乾燥後、タバコは、第３の加湿水を施用する前に、３℃の冷却水を水ジャケット中に通
過させることによって２９℃まで冷却される。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐ
ｍである。このステップの終了時のタバコの水分は、３０．８５％であり、ｐＨは７．８
９である。
【０１６２】
　甘味料を含む第３の加湿溶液をＢｒｅｄｄｏ　Ｌｉｋｗｉｆｉｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　ＬＯ
ＲＷＷミキサーに入れ、最短時間３分で混合する。次いで、加湿水は、流速４ｇｐｍでＡ
ＲＯ空気作動ダイアフラムポンプを介してミキサー内にポンプ輸送される。加湿水は、Ｓ
ｐｒａｙｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｅｌ　１／２　ＧＤ
　ＳＳ－ｌ６水圧アトマイジングノズルを介してＳｃｏｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に導入される
。ミキサー速度は、７３ｒｐｍであり、タバコ温度は、ミキサーの水ジャケット中に冷却
水を通過させることによってこのステップ中２９℃に制御される。ミキサーを最短１５分
間運転することによって第３の加湿水とタバコの適切な混合を確実にする。このステップ
の終了時のタバコの水分は、３４．２３％であり、ｐＨは７．８７である。
【０１６３】
　第３の加湿水を施用した後、タバコは、水ジャケット中に３℃の冷却水を通過させるこ
とによって２９℃に保持される。ミキサー速度は、このステップ中１０ｒｐｍである。こ
のステップの終了時のタバコの水分は、３４．２３％であり、ｐＨは７．８７である。
【０１６４】
　トップドレッシング風味材料は、加圧ブローポット内に入れられる。次いで、トップド
レッシングは、流速４ｇｐｍでブローポットの空気圧を介してミキサー中にポンプ輸送さ
れる。トップドレッシングは、Ｓｐｒａｙｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎ　Ｍｏｄｅｌ　１／２　ＧＤ　ＳＳ－ｌ６水圧アトマイジングノズルを介してＳｃｏ
ｔｔ　Ｍｉｘｅｒ内に導入される。ミキサー速度は、７３ｒｐｍであり、タバコ温度は、
ミキサーの水ジャケット中に冷却水を通過させることによってこのステップ中２９℃に制
御される。ミキサーを最短１５分間運転することによってトップドレッシングとタバコの
適切な混合を確実にする。このステップの終了時のタバコの水分は、３６．５３％であり
、ｐＨは７．８４である。得られた製品は、３℃で貯蔵され、パウチング待ちである。
【実施例２】
【０１６５】
　スヌース型の無煙タバコ製品として使用するのに適した湿潤タバコ配合物は、以下の方
式で供給される。
【０１６６】
　実施例１に記載されたのと同様の乾燥粉砕タバコ材料ブレンドが、供給される。乾燥タ
バコ混合物に水が添加される。水分は、周囲温度のまたは加熱された水の形態で供給する
ことができる。水は、その中に分散または溶解した成分を組み込むことができる。例えば
、水中に溶解した塩化ナトリウムの溶液は、タバコ材料中にタバコの乾燥重量に対して約
１から８重量％の塩化ナトリウムをタバコ材料中に存在させるのに十分な量で、乾燥タバ
コ混合物に添加することができる。したがって、タバコ混合物がスラリーになり、１重量
部のタバコに対して約４から１０重量部の水という水分含量（例えば、１部のタバコ：４
から５部の水）になるように、十分な水が、タバコ混合物に添加される。
【０１６７】
　タバコ材料のスラリーは、約７５℃まで加熱され、速度２４ｒｐｍで混合される。次い
で、タバコ混合物の対流および伝導加熱は、混合物に蒸気を添加することによって補完さ
れる。特に、蒸気は、ミキサー中に存在するノズルを使用して吹き込まれ、タバコ混合物
と接触する。混合物の温度は、依然として２４ｒｐｍで混合しつつ、約３０分から約４５
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分間約７５℃で保持される。タバコスラリーの水分含量は、ジャケット温度を制御するこ
とによって蒸気処理中に制御することができる。例えば、蒸気処理中にジャケット温度を
下げることによって、タバコ混合物の水分含量を増加させることができる。
【０１６８】
　水酸化カリウムまたは水酸化ナトリウムなどの塩基は、水溶液の形態でタバコスラリー
に添加される。例えば、約１０のスラリーの最終ｐＨを実現するために、十分な水酸化カ
リウムを添加することによって、タバコの乾燥重量に対して約６から約８重量％の水酸化
カリウム濃度を実現する。混合物は、約１．５から３時間、約７５℃の高温に保持される
。この期間中、混合物のｐＨは、約８．２から８．３まで低下する。
【０１６９】
　タバコスラリーは、周囲温度まで冷却され、冷却中、グリセリンが、タバコの乾燥重量
に対して約３から約８％の量で添加される。生成混合物は、熱アルミニウムまたはステン
レス鋼ベルト上に流し込まれ、タバコ材料を８５℃から２８５℃の温度で運転されている
乾燥ゾーン中にタバコ材料を通過させることによって約１０－１２重量％の水分含量まで
乾燥される。
【０１７０】
　生成した乾燥タバコ材料は、ミキサー内に入れられ、水および甘味料を添加することに
よって水分レベルを少なくとも３０重量％まで上げる。最終のトップドレッシング風味料
が、湿潤タバコ上にスプレーされる。生成タバコは、周囲温度まで冷却され、３℃で貯蔵
され、パウチング待ちである。
【実施例３】
【０１７１】
　スヌース型の無煙タバコ製品として使用するのに適した湿潤タバコ配合物は、以下の方
式で供給される。
【０１７２】
　タバコは、いくらか修正されたＢｒｉｎｋｌｅｙの米国特許第５１５９９４２号明細書
および同第５４４５１６９号明細書に記載されたものなど紙工程再構成タバコ用と同じ方
式で処理される。タバコ（１部）は、２４ｒｐｍで混合することによって約４５分間７５
℃で水抽出（水１１部）にかけられ、固体／繊維が、遠心分離によって薄いエキス（固体
が約３－６％）から分離される。タバコを抽出するのに使用される水溶液は、タバコの重
量に対して約３．５％の塩（塩化ナトリウム）および約１％の塩基（水酸化ナトリウム）
を含む。薄いエキスは、速度１０ｒｐｍで約１．５時間以上混合しながら、約６５℃まで
冷却され、次いで、塩基（例えば、タバコの重量の約３．５％の水酸化ナトリウムおよび
約３．５％の炭酸カリウム）の添加によって中和される。混合中、エキスのｐＨは、約９
．２から約８．２に変化し、その後、薄いエキスは、真空蒸発によって固体約３０－３５
％の濃いエキスまで濃縮される。蒸発後、濃いエキスは、約６％グリセリン保湿剤と混合
され、次いで、抽出繊維に逆添加された後に、強制空気オーブン（約８５から約１００℃
の温度で）で約１０から約１２％の水分まで乾燥される。
【０１７３】
　生成した乾燥タバコ材料は、ミキサー内に入れられ、水および甘味料を添加することに
よって水分レベルを少なくとも３０重量％まで上げる。最終のトップドレッシング風味料
が、湿潤タバコ上にスプレーされる。生成タバコは、周囲温度まで冷却され、３℃で貯蔵
され、パウチング待ちである。
【０１７４】
　本明細書に記載の本発明の多数の改変および他の実施形態は、前記の詳細な説明および
添付の図面に示された教示の利益を享受する、本発明に係る当業者に想起される。したが
って、本発明は、開示された特定の実施形態に限定されるものではなく、改変および他の
実施形態が、添付の特許請求の範囲内に含まれることが意図されていることを理解された
い。特定の用語が本明細書で用いられているが、それらは、一般的および記述的な意味に
おいてのみ使用され、限定のために使用されてはいない。
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